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(57)【要約】
【課題】回路規模を小型化しつつ、表示パネルに画像情
報を良好にカラー表示することができる表示駆動装置、
該表示駆動装置を備えた表示装置及びその駆動方法を提
供する。
【解決手段】データドライバ１４０は、シリアルデータ
として供給される表示データのＲＧＢの各色成分に対応
して、時分割的に切り換え設定される最大輝度基準電圧
Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖ
s(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)に基づいて特性（補正特性）が規
定される、色成分ごとのガンマ補正曲線を用いてデジタ
ル－アナログ変換処理を施し、各色の有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤの電気光学特性に対応してガンマ補正された階調電
圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成する
階調電圧生成部１４２を有している。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
カラー表示を行う複数の発光色の何れかの発光色の発光素子を有する所定の数の表示画素
に接続され、前記所定の数の表示画素の各々の前記発光素子の発光色に対応した、前記所
定の数の色成分を含むデジタル信号からなる表示データが供給され、単一のガンマ特性に
基づき、前記表示データに含まれる前記所定の数の色成分の各々に対応するガンマ補正曲
線を生成し、該各色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用いて変換
して、ガンマ補正された階調信号を生成する信号変換回路を備えることを特徴とする表示
駆動装置。
【請求項２】
前記信号変換回路は、デジタル信号を前記単一のガンマ特性と階調基準電圧とに基づいて
アナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回路を有し、該デジタル－アナログ変換
回路においてデジタル信号をアナログ信号に変換する際の前記階調基準電圧を前記表示デ
ータの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線を
生成することを特徴とする請求項１記載の表示駆動装置。
【請求項３】
前記信号変換回路は、前記階調基準電圧における、最高階調基準電圧及び最低階調基準電
圧の少なくともいずれか一方を切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線
を生成することを特徴とする請求項２記載の表示駆動装置。
【請求項４】
前記表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給される
シリアルデータであり、前記信号変換回路は、前記各色成分に対応した前記階調信号を、
該各色成分の供給順序に応じて、時系列で生成することを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項５】
前記表示駆動装置は、前記信号変換回路により時系列で生成される前記各色成分に対応し
た階調信号を、前記各色成分に対応する前記各発光色の前記表示画素に対応して分配する
信号分配回路を備えることを特徴とする請求項４記載の表示駆動装置。
【請求項６】
前記表示駆動装置は、前記信号分配回路により分配された前記各色成分に対応する前記階
調信号を並列的に保持する信号保持回路を備えることを特徴とする請求項５記載の表示駆
動装置。
【請求項７】
直交する複数のデータライン及び複数の選択ラインの各交点近傍に、カラー表示を行う複
数の発光色の何れかを有する発光素子が設けられた複数の表示画素が二次元配列された表
示パネルと、
　前記複数のデータラインにおける所定の数の前記データラインごとに対応して設けられ
、前記選択ラインの延在方向に沿って配列された前記各表示画素の前記発光素子の発光色
の各々に対応した、複数の色成分を含むデジタル信号からなる表示データが供給され、単
一のガンマ特性に基づき、前記表示データに含まれる前記複数の色成分における、前記所
定の数のデータラインに対応する前記所定の数の前記表示画素の発光素子の発光色の各々
に対応する、前記所定の数の前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成し、該各
色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用いて変換して、ガンマ補正
された階調信号を生成する信号変換回路を複数有する表示駆動装置と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
前記各信号変換回路は、デジタル信号を前記単一のガンマ特性と階調基準電圧とに基づい
てアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回路を有し、該デジタル－アナログ変
換回路においてデジタル信号をアナログ信号に変換する際の前記階調基準電圧を前記表示
データの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線
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を生成することを特徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項９】
前記各信号変換回路は、前記階調基準電圧における、最高階調基準電圧及び最低階調基準
電圧の少なくともいずれか一方を切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲
線を生成することを特徴とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１０】
前記表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給される
シリアルデータであり、前記各信号変換回路は、前記各色成分に対応した前記階調信号を
、該各色成分の供給順序に応じて、時系列で生成することを特徴とする請求項７乃至９の
いずれかに記載の表示装置。
【請求項１１】
前記表示駆動装置は、前記各信号変換回路に対応して設けられる、該各信号変換回路によ
り時系列で生成される前記各色成分に対応した階調信号を、前記各色成分に対応する前記
各発光色の前記表示画素に対応して分配する信号分配回路を複数備えることを特徴とする
請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】
前記表示駆動装置は、前記各信号分配回路に対応して設けられ、該各信号分配回路により
分配された前記各色成分に対応する前記階調信号を並列的に保持し、前記所定の数のデー
タラインの各々を介して前記所定の数の前記表示画素に同時に出力する信号保持回路を複
数備えることを特徴とする請求項１１記載の表示装置。
【請求項１３】
前記表示駆動装置は、前記各信号変換回路により生成された前記階調信号を、前記各表示
画素の特性変化に応じて補正する特性変化補償回路を備えることを特徴とする請求項７乃
至１２のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１４】
前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス素子であることを特徴とする請求項７乃
至１３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１５】
カラー表示を行う複数の発光色の何れかの発光色の発光素子を有する所定の数の表示画素
を駆動する表示駆動装置の駆動方法において、
　前記所定の数の表示画素の各々の前記発光素子の発光色に対応した、前記所定の数の色
成分を含むデジタル信号からなる表示データが供給され、単一のガンマ特性に基づき、前
記表示データに含まれる所定の数の色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するス
テップと、
　前記表示データの前記各色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用
いて変換して、ガンマ補正された階調信号を生成するステップと、
　生成された前記各色成分に対応する前記階調信号を前記所定の数の表示画素の各々に供
給するステップと、
を含むことを特徴とする表示駆動装置の駆動方法。
【請求項１６】
前記ガンマ補正された階調信号の生成は、前記表示データの前記各色成分を前記単一のガ
ンマ特性と階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回
路を用いて行われ、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップは、
前記デジタル－アナログ変換回路によって前記各色成分を前記階調信号に変換する際の前
記階調基準電圧のうち、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれか一
方を、前記表示データの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとの
ガンマ補正曲線の特性を生成することを特徴とする請求項１５記載の表示駆動装置の駆動
方法。
【請求項１７】
前記表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給され、
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　前記ガンマ補正曲線を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給
タイミングに同期して、前記各色成分に対応する前記ガンマ補正曲線を生成するステップ
を含み、
　前記階調信号を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミ
ングに応じて、前記各色成分に対応した前記階調信号を時系列で順次生成するステップを
含むことを特徴とする請求項１５記載の表示駆動装置の駆動方法。
【請求項１８】
カラー表示を行う表示パネルを駆動する表示装置の駆動方法において、
　前記表示パネルは、直交する複数のデータライン及び複数の選択ラインの各交点近傍に
、カラー表示を行う複数の発光色の何れかを有する発光素子が設けられた複数の表示画素
が二次元配列され、
　前記選択ラインの延在方向に沿って配列された前記各表示画素の前記発光素子の発光色
の各々に対応した、複数の色成分を含むデジタル信号からなる表示データが供給され、単
一のガンマ特性に基づき、前記表示データに含まれる前記複数の色成分における、所定の
数の前記データラインに対応する所定の数の前記表示画素の各々の発光素子の発光色に対
応する、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップと、
　前記表示データの前記各色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用
いて変換して、ガンマ補正された階調信号を生成するステップと、
　生成された前記各色成分に対応する前記階調信号を、前記所定の数のデータラインを介
して、対応する前記所定の数の表示画素の各々に供給するステップと、
を含むことを特徴とする表示駆動装置の駆動方法。
【請求項１９】
前記ガンマ補正された階調信号の生成は、前記表示データの前記各色成分を前記単一のガ
ンマ特性と階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回
路を用いて行われ、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップは、
前記デジタル－アナログ変換回路によって前記各色成分を前記階調信号に変換する際の前
記階調基準電圧のうち、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれか一
方を、前記表示データの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとの
前記ガンマ補正曲線を生成することを特徴とする請求項１８記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
前記表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給され、
　前記ガンマ補正曲線を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給
タイミングに同期して、前記各色成分に対応する前記ガンマ補正曲線を生成するステップ
を含み、
　前記階調信号を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミ
ングに応じて、前記各色成分に対応した前記階調信号を時系列で順次生成するステップを
含むことを特徴とする請求項１８記載の表示駆動装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示駆動装置、表示装置及びその駆動方法に関し、特に、自発光素子を有す
る複数の表示画素を配列してなる表示パネル（表示画素アレイ）を駆動するための表示駆
動装置、該表示駆動装置を備えた表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話や携帯音楽プレーヤ等の電子機器の表示デバイスとして、有機エレクト
ロルミネッセンス素子（以下、「有機ＥＬ素子」と略記する）のような自発光素子を有す
る複数の表示画素を、２次元配列した表示パネル（有機ＥＬ表示パネル）を適用したもの
が知られている。特に、アクティブマトリクス駆動方式を適用した有機ＥＬ表示パネルに
おいては、広く普及している液晶表示装置に比較して、表示応答速度が速く、視野角依存
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性も小さいという優れた表示特性を有しているとともに、液晶表示装置のようにバックラ
イトや導光板を必要としないという装置構成上の特徴を有している。
【０００３】
　例えば特許文献１等に記載された有機ＥＬディスプレイ装置は、電圧信号によって電流
制御されたアクティブマトリクス駆動表示装置であって、画像データに応じた電圧信号が
ゲートに印加されて有機ＥＬ素子に電流を流す電流制御用薄膜トランジスタと、この電流
制御用薄膜トランジスタのゲートに画像データに応じた電圧信号を供給するためのスイッ
チングを行うスイッチ用薄膜トランジスタとが、画素ごとに設けられている。
【０００４】
　ところで、上述したような有機ＥＬ表示パネルにおいて、画像情報のカラー表示を行う
場合、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の色ごとに有機ＥＬ素子の電気光学特性（具
体的には輝度特性）が異なるため、各色の有機ＥＬ素子（各色画素）ごとに個別のガンマ
補正曲線（γカーブ）を用いて、輝度階調を調整して色バランスを揃えるガンマ補正処理
を実行する必要がある。
【０００５】
　例えば特許文献２等には、ＲＧＢの各発光材料からなる有機ＥＬ素子に対して、各々の
輝度特性に合わせたＲＧＢ別ガンマ補正回路を個別に設け、供給されるＲＧＢの各映像信
号に対して個別にガンマ補正処理を実行する構成が記載されている。なお、モノカラー有
機ＥＬ素子アレイや白色素子にカラーフィルタを介してフルカラー化するような表示パネ
ルにおいては、有機ＥＬ素子の電気光学特性が均一であるため、単一のγカーブ（すなわ
ち、単一のガンマ補正回路）を用いてガンマ補正処理を実行すればよい。
【０００６】
【特許文献１】特開平８－３３０６００号公報（第３頁、図４）
【特許文献２】特開２００３－２５５９００号公報（第３頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述したように各色の有機ＥＬ素子に対応させて独立したγカーブを用
いてガンマ補正処理を実行する構成においては、例えばＲＧＢの３色の場合、３つの個別
のガンマ補正回路を必要とすることになり、表示装置の回路規模が大きくなるという問題
を有している。このような問題を解決するためには、例えばＲＧＢの各色の有機ＥＬ素子
の電気光学特性を揃えることにより、単一のγカーブ（単一のガンマ補正回路）を用いて
ガンマ補正処理を実行する手法が考えられるが、この場合には、表示品位を向上させるた
めに表示階調数（ビット）の増加や高精細化を図るほど、製造プロセスの複雑化を招き、
そのためプロセスマージンや材料選択範囲が狭くなるという問題を有していた。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した問題点に鑑み、回路規模を小型化しつつ、表示パネルに画
像情報を良好にカラー表示することができる表示駆動装置、該表示駆動装置を備えた表示
装置及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明に係る表示駆動装置は、カラー表示を行う複数の発光色の何れかの
発光色の発光素子を有する所定の数の表示画素に接続され、前記所定の数の表示画素の各
々の前記発光素子の発光色に対応した、前記所定の数の色成分を含むデジタル信号からな
る表示データが供給され、単一のガンマ特性に基づき、前記表示データに含まれる前記所
定の数の色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成し、該各色成分を、生成した前記
色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用いて変換して、ガンマ補正された階調信号を生成す
る信号変換回路を備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の表示駆動装置において、前記信号変換回路は、
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デジタル信号を前記単一のガンマ特性と階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換す
るデジタル－アナログ変換回路を有し、該デジタル－アナログ変換回路においてデジタル
信号をアナログ信号に変換する際の前記階調基準電圧を前記表示データの前記各色成分に
応じて切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線を生成することを特徴と
する。
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の表示駆動装置において、前記信号変換回路は、
前記階調基準電圧における、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれ
か一方を切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線を生成することを特徴
とする。
　請求項４記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の表示駆動装置において、前
記表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給されるシ
リアルデータであり、前記信号変換回路は、前記各色成分に対応した前記階調信号を、該
各色成分の供給順序に応じて、時系列で生成することを特徴とする。
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の表示駆動装置において、前記表示駆動装置は、
前記信号変換回路により時系列で生成される前記各色成分に対応した階調信号を、前記各
色成分に対応する前記各発光色の前記表示画素に対応して分配する信号分配回路を備える
ことを特徴とする。
　請求項６記載の発明は、請求項５記載の表示駆動装置において、前記表示駆動装置は、
前記信号分配回路により分配された前記各色成分に対応する前記階調信号を並列的に保持
する信号保持回路を備えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項７記載の発明に係る表示装置は、直交する複数のデータライン及び複数の選択ラ
インの各交点近傍に、カラー表示を行う複数の発光色の何れかを有する発光素子が設けら
れた複数の表示画素が二次元配列された表示パネルと、前記複数のデータラインにおける
所定の数の前記データラインごとに対応して設けられ、前記選択ラインの延在方向に沿っ
て配列された前記各表示画素の前記発光素子の発光色の各々に対応した、複数の色成分を
含むデジタル信号からなる表示データが供給され、単一のガンマ特性に基づき、前記表示
データに含まれる前記複数の色成分における、前記所定の数のデータラインに対応する前
記所定の数の前記表示画素の発光素子の発光色の各々に対応する、前記所定の数の前記色
成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成し、該各色成分を、生成した前記色成分ごと
の前記ガンマ補正曲線を用いて変換して、ガンマ補正された階調信号を生成する信号変換
回路を複数有する表示駆動装置と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　請求項８記載の発明は、請求項７記載の表示装置において、前記各信号変換回路は、デ
ジタル信号を前記単一のガンマ特性と階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換する
デジタル－アナログ変換回路を有し、該デジタル－アナログ変換回路においてデジタル信
号をアナログ信号に変換する際の前記階調基準電圧を前記表示データの前記各色成分に応
じて切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線を生成することを特徴とす
る。
　請求項９記載の発明は、請求項８記載の表示装置において、前記各信号変換回路は、前
記階調基準電圧における、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれか
一方を切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ補正曲線を生成することを特徴と
する。
　請求項１０記載の発明は、請求項７乃至９のいずれかに記載の表示装置において、前記
表示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給されるシリ
アルデータであり、前記各信号変換回路は、前記各色成分に対応した前記階調信号を、該
各色成分の供給順序に応じて、時系列で生成することを特徴とする。
　請求項１１記載の発明は、請求項１０記載の表示装置において、前記表示駆動装置は、
前記各信号変換回路に対応して設けられる、該各信号変換回路により時系列で生成される
前記各色成分に対応した階調信号を、前記各色成分に対応する前記各発光色の前記表示画
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素に対応して分配する信号分配回路を複数備えることを特徴とする。
　請求項１２記載の発明は、請求項１１記載の表示装置において、前記表示駆動装置は、
前記各信号分配回路に対応して設けられ、該各信号分配回路により分配された前記各色成
分に対応する前記階調信号を並列的に保持し、前記所定の数のデータラインの各々を介し
て前記所定の数の前記表示画素に同時に出力する信号保持回路を複数備える。
　請求項１３記載の発明は、請求項７乃至１２のいずれかに記載の表示装置において、前
記表示駆動装置は、前記各信号変換回路により生成された前記階調信号を、前記各表示画
素の特性変化に応じて補正する特性変化補償回路を備えることを特徴とする。
　請求項１４記載の発明は、請求項７乃至１３のいずれかに記載の表示装置において、前
記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス素子であることを特徴とする。
【００１３】
　請求項１５記載の発明は、カラー表示を行う複数の発光色の何れかの発光色の発光素子
を有する所定の数の表示画素を駆動する表示駆動装置の駆動方法において、前記所定の数
の表示画素の各々の前記発光素子の発光色に対応した、前記所定の数の色成分を含むデジ
タル信号からなる表示データが供給され、単一のガンマ特性に基づき、前記表示データに
含まれる所定の数の色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップと、前記
表示データの前記各色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ補正曲線を用いて変
換して、ガンマ補正された階調信号を生成するステップと、生成された前記各色成分に対
応する前記階調信号を前記所定の数の表示画素の各々に供給するステップと、を含むこと
を特徴とする。
　請求項１６記載の発明は、請求項１５記載の表示駆動装置の駆動方法において、前記ガ
ンマ補正された階調信号の生成は、前記表示データの前記各色成分を前記単一のガンマ特
性と階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回路を用
いて行われ、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップは、前記デ
ジタル－アナログ変換回路によって前記各色成分を前記階調信号に変換する際の前記階調
基準電圧のうち、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれか一方を、
前記表示データの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとのガンマ
補正曲線の特性を生成することを特徴とする。
　請求項１７記載の発明は、請求項１５記載の表示駆動装置の駆動方法において、前記表
示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給され、前記ガ
ンマ補正曲線を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミン
グに同期して、前記各色成分に対応する前記ガンマ補正曲線を生成するステップを含み、
前記階調信号を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミン
グに応じて、前記各色成分に対応した前記階調信号を時系列で順次生成するステップを含
むことを特徴とする。
【００１４】
　請求項１８記載の発明は、カラー表示を行う表示パネルを駆動する表示装置の駆動方法
において、前記表示パネルは、直交する複数のデータライン及び複数の選択ラインの各交
点近傍に、カラー表示を行う複数の発光色の何れかを有する発光素子が設けられた複数の
表示画素が二次元配列され、前記選択ラインの延在方向に沿って配列された前記各表示画
素の前記発光素子の発光色の各々に対応した、複数の色成分を含むデジタル信号からなる
表示データが供給され、単一のガンマ特性に基づき、前記表示データに含まれる前記複数
の色成分における、所定の数の前記データラインに対応する所定の数の前記表示画素の各
々の発光素子の発光色に対応する、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成す
るステップと、前記表示データの前記各色成分を、生成した前記色成分ごとの前記ガンマ
補正曲線を用いて変換して、ガンマ補正された階調信号を生成するステップと、生成され
た前記各色成分に対応する前記階調信号を、前記所定の数のデータラインを介して、対応
する前記所定の数の表示画素の各々に供給するステップと、を含むことを特徴とする。
　請求項１９記載の発明は、請求項１８記載の表示装置の駆動方法において、前記ガンマ
補正された階調信号の生成は、前記表示データの前記各色成分を前記単一のガンマ特性と
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階調基準電圧とに基づいてアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変換回路を用いて
行われ、前記色成分の各々に対応するガンマ補正曲線を生成するステップは、前記デジタ
ル－アナログ変換回路によって前記各色成分を前記階調信号に変換する際の前記階調基準
電圧のうち、最高階調基準電圧及び最低階調基準電圧の少なくともいずれか一方を、前記
表示データの前記各色成分に応じて切り換えることにより、前記色成分ごとの前記ガンマ
補正曲線を生成することを特徴とする。
　請求項２０記載の発明は、請求項１８記載の表示駆動装置の駆動方法において、前記表
示データは、前記所定の数の色成分が所定の順序で、繰り返し時系列で供給され、前記ガ
ンマ補正曲線を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミン
グに同期して、前記各色成分に対応する前記ガンマ補正曲線を生成するステップを含み、
前記階調信号を生成するステップは、前記表示データによる前記各色成分の供給タイミン
グに応じて、前記各色成分に対応した前記階調信号を時系列で順次生成するステップを含
むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る表示駆動装置、表示装置及びその駆動方法によれば、回路規模を小型化し
つつ、表示パネルに画像情報を良好にカラー表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る表示駆動装置、表示装置及びその駆動方法について、実施の形態を
示して詳しく説明する。
　＜第１の実施形態＞
　＜表示装置＞
　まず、本発明に係る表示装置の概略構成について、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明に係る表示装置の全体構成の一例を示す概略ブロック図であり、図２は
、第１の実施形態に係る表示装置に適用可能な表示パネル及びデータドライバの一例を示
す概略構成図である。
【００１７】
　図１に示すように、本実施形態に係る表示装置１００は、例えば、行方向（図面左右方
向）に配設された複数の選択ラインＬｓと列方向（図面上下方向）に配設された複数のデ
ータラインＬｄとの各交点近傍に、後述する画素駆動回路ＤＣ及び発光素子（有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤ）を備えた複数の表示画素ＰＩＸがｎ行×ｍ列（ｎ、ｍは、任意の正の整数で
あって、ｎは偶数、かつ、ｍは３の倍数）からなるマトリクス状に配列された表示領域１
１０と、各行の選択ラインＬｓに所定のタイミングで選択信号Ｓselを順次印加すること
により、行ごとの表示画素ＰＩＸを選択状態に設定する選択ドライバ１２０と、各行の選
択ラインＬｓに平行して行方向に配設された複数の電源電圧ラインＬｖに所定のタイミン
グで所定の電圧レベルの電源電圧Ｖccを印加する電源ドライバ１３０と、表示データに応
じた階調信号（階調電圧Ｖpix）を、所定のタイミングで各データラインＬｄを介して表
示画素ＰＩＸへ供給するデータドライバ（表示駆動装置）１４０と、後述する表示信号生
成回路１６０から供給されるタイミング信号に基づいて、少なくとも選択ドライバ１２０
、電源ドライバ１３０及びデータドライバ１４０の動作状態を制御して、表示領域１１０
において所定の画像情報を表示するための選択制御信号、電源制御信号及びデータ制御信
号を生成して出力するシステムコントローラ１５０と、例えば表示装置１００の外部から
供給される映像信号に基づいて、デジタル信号からなる表示データ（輝度階調データ）を
生成してデータドライバ１４０に供給するとともに、該表示データに基づいて表示領域１
１０に画像情報を表示するためのタイミング信号（システムクロック等）を抽出、又は、
生成して上記システムコントローラ１５０に供給する表示信号生成回路１６０と、表示領
域１１０、選択ドライバ１２０、データドライバ１４０が設けられている基板からなる表
示パネル１７０と、を備えている。
【００１８】
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　なお、図１においては、電源ドライバ１３０が表示パネル１７０の外部にあって、例え
ばフィルム基板を介して接続された構造について示したが、表示パネル１７０上に配置さ
れている構造であってもよい。また、データドライバ１４０は一部が、表示パネル１７０
に設けられ、残りの一部が表示パネル１７０の外部にあって、フィルム基板を介して接続
されている構造であってもよい。このとき、表示パネル１７０内のデータドライバ１４０
の一部は、ＩＣチップであってもよいし、後述する画素駆動回路ＤＣの各トランジスタと
一括して製造されるトランジスタによって構成されていてもよい。また、選択ドライバ１
２０は、ＩＣチップであってもよいし、後述する画素駆動回路ＤＣの各トランジスタと一
括して製造されるトランジスタによって構成されていてもよい。
【００１９】
　以下、上記各構成について説明する。
　（表示パネル）
　本実施形態に係る表示装置１００においては、例えば表示パネル１７０の略中央に、複
数の表示画素ＰＩＸがマトリクス状に配列された表示領域１１０が設けられている。ここ
で、複数の表示画素ＰＩＸは、例えば図１に示すように、表示領域１１０の上方領域（図
中、上方側に位置）と下方領域（図中、下方側に位置）とにグループ分けされ、各グルー
プに含まれる表示画素ＰＩＸが、各々、行ごとに分岐した電源電圧ラインＬｖに接続され
ている。そして、上方領域のグループの各電源電圧ラインＬｖは、第１の電源電圧ライン
Ｌｖ１に接続されており、下方領域のグループの各電源電圧ラインＬｖは、第２の電源電
圧ラインＬｖ２に接続され、第１及び第２の電源電圧ラインＬｖ１、Ｌｖ２は、互いに電
気的に独立して電源ドライバ１３０に接続されている。すなわち、表示領域１１０の上方
領域の１～ｎ／２行目（ここではｎは偶数）の表示画素ＰＩＸに対して各行の電源電圧ラ
インＬｖに接続された第１の電源電圧ラインＬｖ１を介して、また、下方領域の１＋ｎ／
２～ｎ行目の表示画素ＰＩＸに対して各行の電源電圧ラインＬｖに接続された第２の電源
電圧ラインＬｖ２を介して、電源ドライバ１３０から異なるタイミングで電源電圧Ｖccが
印加される。
【００２０】
　また、図１に示した表示パネル１７０に配列された表示画素ＰＩＸは、例えば図２に示
すように、列方向（図面上下方向）に配設された個別のデータラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbの
各々に接続された赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色のサブ画素（色画素）ＰＸｒ、Ｐ
Ｘｇ、ＰＸｂからなり、表示領域１１０にはこれらのサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが
行方向（図面左右方向）に例えばＲＧＢＲＧＢ・・・の順で繰り返し配列され、かつ、列
方向には同一色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが連続して配列されている。そして、
行方向に隣接して配列されたＲＧＢの３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂを一組とし
て一のカラー画素ＣＰＸが形成されて（すなわち、ｍは３の倍数）、これによりカラー表
示に対応した表示パネル１７０が形成されている。
【００２１】
　（表示画素）
　図３は、本実施形態に係る表示装置に適用可能な表示画素（画素駆動回路及び発光素子
）の一例を示す回路構成図である。
　本実施形態に適用される表示画素ＰＩＸ（図２に示したサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸ
ｂ）は、例えば図３に示すように、選択ドライバ１２０から選択ラインＬｓを介して印加
される選択信号Ｓselに基づいて表示画素ＰＩＸを選択状態に設定し、当該選択状態にお
いてデータドライバ１４０からデータラインＬｄ（図２に示したデータラインＬdr、Ｌdg
、Ｌdb）を介して供給される階調信号（階調電圧Ｖpix）を取り込み、該階調信号に応じ
た発光駆動電流を生成する画素駆動回路ＤＣと、該画素駆動回路ＤＣから供給される発光
駆動電流に基づいて、所定の輝度階調で発光動作する有機ＥＬ素子（電流制御型の発光素
子）ＯＬＥＤと、を備えている。
【００２２】
　画素駆動回路ＤＣは、具体的には、例えば、ゲート端子が選択ラインＬｓに、ドレイン
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端子が電源電圧ラインＬｖに、ソース端子が接点Ｎ１１に各々接続されたトランジスタＴ
ｒ１１と、ゲート端子が選択ラインＬｓに、ソース端子がデータラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg
、Ｌdb）に、ドレイン端子が接点Ｎ１２に各々接続されたトランジスタＴｒ１２と、ゲー
ト端子が接点Ｎ１１に、ドレイン端子が電源電圧ラインＬｖに、ソース端子が接点Ｎ１２
に各々接続されたトランジスタＴｒ１３（駆動トランジスタ）と、接点Ｎ１１及び接点Ｎ
１２間（トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース端子間）に接続されたキャパシタＣｓと
、を備えている。ここで、キャパシタＣｓは、トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間
に形成される寄生容量であってもよいし、該寄生容量に加えて接点Ｎ１１及び接点Ｎ１２
間にトランジスタＴｒ１３以外の容量素子を接続したものであってもよく、また、これら
両方であってもよい。
【００２３】
　また、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは、アノード端子が上記画素駆動回路ＤＣの接点Ｎ１２に
接続され、カソード端子ＴＭｃには所定の低電位の基準電圧Ｖss（例えば接地電位Ｖgnd
）が印加されている。ここで、後述する表示装置の駆動制御において、階調信号（階調電
圧Ｖpix）が画素駆動回路ＤＣに供給される書込動作期間、及び、当該階調信号に応じた
電圧成分を保持する保持動作期間においては、電源電圧ラインＬｖに低電位の電源電圧Ｖ
cc（＝Ｖccw）が印加されて、上記有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは点灯しないように制御される
。
【００２４】
　特に、本実施形態に適用される表示画素ＰＩＸにおいては、画素駆動回路ＤＣに接続さ
れる有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの色に関わらず、上記トランジスタＴｒ１１～Ｔｒ１３やキャ
パシタＣｓ等の配置やサイズが全て略同一となるように画素設計されている。これにより
、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）で、有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤの電気光学特性に応じて、発光効率や輝度特性が異なるように設定される。
【００２５】
　なお、トランジスタＴｒ１１～Ｔｒ１３については、特に限定するものではないが、例
えば全てｎチャネル型の電界効果型トランジスタにより構成することにより、ｎチャネル
型のアモルファスシリコン薄膜トランジスタを適用することができる。この場合、すでに
確立されたアモルファスシリコン製造技術を用いて、素子特性（電子移動度等）の安定し
たアモルファスシリコン薄膜トランジスタからなる画素駆動回路ＤＣを比較的簡易な製造
プロセスで製造することができる。以下の説明においては、トランジスタＴｒ１１～Ｔｒ
１３として全てｎチャネル型の薄膜トランジスタを適用した場合について説明する。
【００２６】
　また、表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）の回路構成については、図３に示したもの
に限定されるものではなく、少なくとも駆動トランジスタ（トランジスタＴｒ１３）の電
流路が電流駆動型の発光素子（有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ）に直列に接続され、かつ、ソース
フォロワ型の回路構成を有するものであれば、他の回路構成を有するものであってもよい
。また、画素駆動回路ＤＣにより発光駆動される発光素子についても、有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤに限定されるものではなく、発光ダイオード等の他の電流駆動型の発光素子であって
もよい。
【００２７】
　（選択ドライバ）
　選択ドライバ１２０は、システムコントローラ１５０から供給される選択制御信号に基
づいて、各選択ラインＬｓに選択レベル（図３に示した表示画素ＰＩＸにおいては、ハイ
レベル）の選択信号Ｓselを印加することにより、各行ごとの表示画素ＰＩＸを選択状態
及び非選択状態のいずれかに設定する。具体的には、各行の表示画素ＰＩＸについて、少
なくとも後述する書込動作期間を含む期間中、選択レベル（例えばハイレベル）の選択信
号Ｓselを当該行の選択ラインＬｓに印加する動作を、各行ごとに所定のタイミングで順
次実行することにより、各行の表示画素ＰＩＸを順次選択状態に設定する（選択期間）。
【００２８】
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　なお、選択ドライバ１２０は、図示を省略するが、例えば後述するシステムコントロー
ラ１５０から供給される選択制御信号に基づいて、各行の選択ラインＬｓに対応するシフ
ト信号を順次出力するシフトレジスタと、該シフト信号を所定の信号レベル（選択レベル
）に変換して、各行の選択ラインＬｓに選択信号Ｓselとして順次出力する出力回路部（
出力バッファ）と、を備えたものを適用することができる。ここで、選択ドライバ１２０
の駆動周波数がアモルファスシリコントランジスタでの動作が可能な範囲であれば、選択
ドライバ１２０に含まれるトランジスタの一部又は全部を画素駆動回路ＤＣ内のトランジ
スタＴｒ１１～Ｔｒ１３とともに一括してアモルファスシリコントランジスタとして製造
してもよい。
【００２９】
　（電源ドライバ）
　電源ドライバ１３０は、システムコントローラ１５０から供給される電源制御信号に基
づいて、少なくとも、後述する書込期間を含む選択期間においては、各電源電圧ラインＬ
ｖに低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を印加し、発光動作期間においては、低電位の電
源電圧Ｖccwより高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce）を印加する。
【００３０】
　ここで、本実施形態においては、図１に示すように、表示画素ＰＩＸが例えば表示領域
１１０の上方領域と下方領域とにグループ分けされ、グループごとに分岐した個別の電源
電圧ラインＬｖが配設されているので、電源ドライバ１３０は、上方領域のグループの動
作期間においては、第１の電源電圧ラインＬｖ１を介して、上方領域に配列された表示画
素ＰＩＸに対して電源電圧Ｖccを出力し、下方領域のグループの動作期間においては、第
２の電源電圧ラインＬｖ２を介して、下方領域に配列された表示画素ＰＩＸに対して電源
電圧Ｖccを出力する。
【００３１】
　なお、電源ドライバ１３０は、図示を省略するが、例えばシステムコントローラ１５０
から供給される電源制御信号に基づいて、各領域（グループ）の電源電圧ラインＬｖに対
応するタイミング信号を生成するタイミングジェネレータ（例えばシフト信号を順次出力
するシフトレジスタ等）と、タイミング信号を所定の電圧レベル（電圧値Ｖccw、Ｖcce）
に変換して、各領域の電源電圧ラインＬｖ（Ｌｖ１、Ｌｖ２）に電源電圧Ｖccとして出力
する出力回路部と、を備えたものを適用することができる。ここで、図１に示したように
、第１の電源電圧ラインＬｖ１及び第２の電源電圧ラインＬｖ２のように本数が少なけれ
ば、電源ドライバ１３０を表示パネル１７０の外部に独立して配置せずに、システムコン
トローラ１５０の一部に配置してもよい。
【００３２】
　（データドライバ）
　図４は、本実施形態に係るデータドライバの要部構成図である。図４においては、本実
施形態に係るデータドライバに適用可能な階調電圧生成部について具体的な構成を示す。
また、図５は、本実施形態に係るデータドライバに適用可能な電圧生成回路及び切換スイ
ッチの一例を示す回路構成図である。
【００３３】
　データドライバ１４０は、後述する表示信号生成回路１６０からデジタルシリアルデー
タとして順次供給される、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色成分からなるカラ
ー表示データ（輝度階調値）に対して、所定の特性を有するガンマ補正曲線（γカーブ）
を用いてデジタル－アナログ変換処理を施して、各色成分ごとにガンマ補正された階調電
圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成し、データラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、
Ｌdb）を介して各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に供給する。
【００３４】
　データドライバ１４０は、例えば図２、図４に示すように、シフトレジスタ・データレ
ジスタ部１４１と、階調電圧生成部（信号変換回路）１４２と、デマルチプレクサ（信号
分配回路）１４３と、ラッチ回路（信号保持回路）１４４と、を備え、階調電圧生成部１



(12) JP 2009-180765 A 2009.8.13

10

20

30

40

50

４２、デマルチプレクサ１４３及びラッチ回路１４４は、カラー画素ＣＰＸを形成する一
組のＲＧＢ３色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）が各々接続された
隣接する３列のデータラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbごとに一組設けられ、本実施形態に係る表
示装置１００においては、ｍ／３組設けられている。
【００３５】
　シフトレジスタ・データレジスタ部１４１は、図示を省略するが、例えばシステムコン
トローラ１５０から供給されるデータ制御信号に基づいて、シフト信号を順次出力するシ
フトレジスタと、該シフト信号に基づいて、表示信号生成回路１６０からデジタルシリア
ルデータとしてＲＧＢＲＧＢ・・・の順で供給される、表示領域１１０の１行分の表示画
素ＰＩＸに対応したカラー表示データを順次取り込み、カラー画素ＣＰＸを形成する隣接
する一組のＲＧＢ３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが接続された３列ごとに設けら
れた階調電圧生成部１４２に、ＲＧＢ３色のカラー表示データを順次転送するデータレジ
スタと、を備えている。
【００３６】
　階調電圧生成部１４２は、上記シフトレジスタ・データレジスタ部１４１を介して順次
取り込まれたＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）のカラー
表示データに基づいた輝度階調で有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを発光動作、又は、無発光動作（
黒表示動作）させるための輝度階調に応じた電圧値を有する階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、
Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成して出力する。
【００３７】
　ここで、階調電圧生成部１４２により生成されるＲＧＢ各色ごとの階調電圧Ｖpix（Ｖp
ix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）は、有機ＥＬ素子の電気光学特性（輝度特性）が色ごとに
異なるため、各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに対応した特性（補正特性）を有するガンマ補
正曲線を用いて輝度階調を調整して色バランスを揃える必要がある。本実施形態において
は、単一のガンマ特性（γカーブ）を備えたデジタル－アナログ変換回路において、ＲＧ
Ｂの各色ごとに時分割的に切り換え設定される最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖ
max(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)に基づいて生成される、ＲＧＢの各
色ごとのガンマ補正曲線を用いて、上記各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対
応させてカラー表示データをガンマ補正する。これにより、実質的にＲＧＢの各色の有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤに対応させて個別のガンマ補正曲線を用いてガンマ補正処理を実行した
場合と同等の効果が得られる。
【００３８】
　階調電圧生成部１４２は、具体的には、例えば図４に示すように、カラー表示データに
含まれる輝度階調値の階調数（例えば２５６階調）に応じた階調基準電圧（上述した最大
輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(
B)に基づいて生成される電圧群）に基づいて、上記シフトレジスタ・データレジスタ部１
４１を介して順次取り込まれたＲＧＢ各色のカラー表示データ（デジタルデータ）の信号
電圧を、アナログ信号電圧に変換するデジタル－アナログ変換処理を行うとともに、ＲＧ
Ｂ各色の表示画素ＰＩＸに設けられた有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に応じたガン
マ補正処理を行うγカーブ生成ラダー回路（デジタル－アナログ変換回路）１４２－１と
、該γカーブ生成ラダー回路１４２－１にＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学
特性に応じた最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)を順次供給するＶmax(X)生
成回路１４２－２及びＲＧＢ切換スイッチ１４２－３と、γカーブ生成ラダー回路１４２
－１にＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に応じた最小輝度基準電圧Ｖs(
R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)を順次供給するＶs(X)生成回路１４２－４及びＲＧＢ切換スイッチ１
４２－５と、を備えている。
【００３９】
　ここで、Ｖmax(X)生成回路１４２－２又はＶs(X)生成回路１４２－４は、例えば図５（
ａ）に示すように、接地電位Ｖgnd等の基準電圧と高電位側基準電圧Ｖmax又は低電位側基
準電圧Ｖｓに接続されたスイッチ部ＳＷ１と、該スイッチ部ＳＷ１により両端に上記接地
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電位Ｖgndと高電位側基準電圧Ｖmax又は低電位側基準電圧Ｖｓが印加されるラダー抵抗Ｒ
１～Ｒ４と、該ラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の各接続接点から最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖma
x(G)、Ｖmax(B)又は最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)を取り出して出力するスイ
ッチ部ＳＷ２ｒ、ＳＷ２ｇ、ＳＷ２ｂと、を備えた回路構成を適用することができる。
【００４０】
　スイッチ部ＳＷ１は、具体的には、一端側の接点ａ１が接地電位Ｖgnd等の基準電圧に
接続され、他端側の接点ｂ１がラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の他端側（図面右方）に、また、接
点ｂ２がラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の一端側（図面左方の抵抗Ｒ１側）に接続されたスイッチ
と、一端側の接点ａ２が所定の抵抗を介して高電位側基準電圧Ｖmax又は低電位側基準電
圧Ｖｓに接続され、他端側の接点ｂ３がラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の他端側（図面右方の抵抗
Ｒ４側）に接続されたスイッチと、を備え、これらのスイッチが連動して、接点ａ１、ａ
２が各々接点ｂ１、ｂ２側、又は、接点ｂ２、ｂ３側のいずれかに接続された２通りの状
態に設定される。
【００４１】
　すなわち、接点ａ１、ａ２が各々接点ｂ１、ｂ２に接続された場合には、ラダー抵抗Ｒ
１～Ｒ４の抵抗Ｒ１側に高電位側基準電圧Ｖmax又は低電位側基準電圧Ｖｓが印加される
とともに、抵抗Ｒ４側に接地電位Ｖgndが印加される。一方、接点ａ１、ａ２が各々接点
ｂ２、ｂ３に接続された場合には、ラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の抵抗Ｒ１側に接地電位Ｖgnd
が印加されるとともに、抵抗Ｒ４側に高電位側基準電圧Ｖmax又は低電位側基準電圧Ｖｓ
が印加される。これにより、ラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４の両端に印加された電圧が各抵抗値に
応じて分圧されて各接続接点から取り出される。
【００４２】
　スイッチ部ＳＷ２ｒは、具体的には、一端側の接点ｃ１が赤（Ｒ）色の最大輝度基準電
圧Ｖmax(R)又は最小輝度基準電圧Ｖs(R)の出力ラインに接続され、他端側の接点ｒ及び接
点ｂが抵抗Ｒ１とＲ２の接続接点に接続され、接点ｇが抵抗Ｒ２とＲ３の接続接点に接続
されている。また、スイッチ部ＳＷ２ｇは、具体的には、一端側の接点ｃ２が緑（Ｇ）色
の最大輝度基準電圧Ｖmax(G)又は最小輝度基準電圧Ｖs(G)の出力ラインに接続され、他端
側の接点ｒが抵抗Ｒ２とＲ３の接続接点に接続され、接点ｇが抵抗Ｒ１とＲ２の接続接点
に接続され、接点ｂが抵抗Ｒ３とＲ４の接続接点に接続されている。また、スイッチ部Ｓ
Ｗ２ｂは、具体的には、一端側の接点ｃ３が青（Ｂ）色の最大輝度基準電圧Ｖmax(B)又は
最小輝度基準電圧Ｖs(B)の出力ラインに接続され、他端側の接点ｒ及び接点ｇが抵抗Ｒ３
とＲ４の接続接点に接続され、接点ｂが抵抗Ｒ２とＲ３の接続接点に接続されている。そ
して、スイッチ部ＳＷ２ｒ、ＳＷ２ｇ、ＳＷ２ｂは連動して、接点ｃ１、ｃ２、ｃ３が各
々接点ｒ、ｇ、ｂのいずれかに接続された３通りの状態に設定される。
【００４３】
　なお、ラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４は、例えば図５（ｂ）に示すように、同一の抵抗値を有す
る単位抵抗Ｒが３個直列に接続された経路と、同単位抵抗Ｒが２個直列に接続された経路
と、同単位抵抗Ｒが１個のみ接続された経路と、単位抵抗Ｒが接続されていない経路と、
が並列に接続された抵抗回路において、任意の経路の所定の箇所Ｌa1～Ｌa3、Ｌb1～Ｌb3
を切断することにより任意の抵抗値を有する抵抗Ｒ１～Ｒ４を生成することができる。
【００４４】
　これにより、例えば表１に示すように、スイッチ部ＳＷ１（の接点ａ１、ａ２）を接点
ｂ１、ｂ２側に接続した状態で、スイッチ部ＳＷ２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点
ｃ２）、ＳＷ２ｂ（の接点ｃ３）を各々接点ｒ側に接続することにより、ＲＧＢの順に電
圧値の高い最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)（Ｖmax(R)≧Ｖmax(G)≧Ｖma
x(B)）、又は、最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)（Ｖs(R)≧Ｖs(G)≧Ｖs(B)）を
生成することができ、また、スイッチ部ＳＷ２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点ｃ２
）、ＳＷ２ｂ（の接点ｃ３）を各々接点ｇ側に接続することにより、ＧＲＢの順に電圧値
の高い最大輝度基準電圧Ｖmax(G)、Ｖmax(R)、Ｖmax(B)（Ｖmax(G)≧Ｖmax(R)≧Ｖmax(B)
）、又は、最小輝度基準電圧Ｖs(G)、Ｖs(R)、Ｖs(B)（Ｖs(G)≧Ｖs(R)≧Ｖs(B)）を生成
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することができ、スイッチ部ＳＷ２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点ｃ２）、ＳＷ２
ｂ（の接点ｃ３）を各々接点ｂ側に接続することにより、ＲＢＧの順に電圧値の高い最大
輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(B)、Ｖmax(G)（Ｖmax(R)≧Ｖmax(B)≧Ｖmax(G)）、又は、
最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(B)、Ｖs(G)（Ｖs(R)≧Ｖs(B)≧Ｖs(G)）を生成することが
できる。
【００４５】
　また、スイッチ部ＳＷ１（の接点ａ１、ａ２）を接点ｂ２、ｂ３側に接続した状態で、
スイッチ部ＳＷ２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点ｃ２）、ＳＷ２ｂ（の接点ｃ３）
を各々接点ｒ側に接続することにより、ＢＧＲの順に電圧値の高い最大輝度基準電圧Ｖma
x(B)、Ｖmax(G)、Ｖmax(R)（Ｖmax(B)≧Ｖmax(G)≧Ｖmax(R)）、又は、最小輝度基準電圧
Ｖs(B)、Ｖs(G)、Ｖs(R)（Ｖs(B)≧Ｖs(G)≧Ｖs(R)）を生成することができ、また、スイ
ッチ部ＳＷ２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点ｃ２）、ＳＷ２ｂ（の接点ｃ３）を各
々接点ｇ側に接続することにより、ＢＧＲの順に電圧値の高い最大輝度基準電圧Ｖmax(B)
、Ｖmax(G)、Ｖmax(R)（Ｖmax(B)≧Ｖmax(G)≧Ｖmax(R)）、又は、最小輝度基準電圧Ｖs(
B)、Ｖs(G)、Ｖs(R)（Ｖs(B)≧Ｖs(G)≧Ｖs(R)）を生成することができ、スイッチ部ＳＷ
２ｒ（の接点ｃ１）、ＳＷ２ｇ（の接点ｃ２）、ＳＷ２ｂ（の接点ｃ３）を各々接点ｂ側
に接続することにより、ＧＢＲの順に電圧値の高い最大輝度基準電圧Ｖmax(G)、Ｖmax(B)
、Ｖmax(R)（Ｖmax(G)≧Ｖmax(B)≧Ｖmax(R)）、又は、最小輝度基準電圧Ｖs(G)、Ｖs(B)
、Ｖs(R)（Ｖs(G)≧Ｖs(B)≧Ｖs(R)）を生成することができる。
【００４６】
　よって、本実施形態に係るデータドライバ１４０（階調電圧生成部１４２）のＶmax(X)
生成回路１４２－２又はＶs(X)生成回路１４２－４において、ラダー抵抗Ｒ１～Ｒ４を適
宜設定することにより、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤにおける発光色（輝度階調値
）を調整して色バランスを揃えるように、γカーブ生成ラダー回路１４２－１におけるガ
ンマ補正処理に用いるガンマ補正曲線の特性を規定する最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖma
x(G)、Ｖmax(B)、及び、最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)を設定して供給するこ
とができる。ここで、最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)は、ＲＧＢ各色の有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤにおける発光開始電圧に相当する。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　上記Ｖmax(X)生成回路１４２－２又はＶs(X)生成回路１４２－４により生成された最大
輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)、及び、最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、
Ｖs(B)は、例えばシステムコントローラ１５０からデータ制御信号として供給される同期
信号ＣＬＫ及びＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２に基づいてＲＧＢ切換スイッチ１４２－３
、１４２－５により、ＲＧＢ各色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂのカラー表示データ
の取り込みタイミングに対応するように、各色ごとの最大輝度基準電圧及び最小輝度基準
電圧の組み合わせ、すなわち、Ｖmax(R)及びＶs(R)、Ｖmax(G)及びＶs(G)、Ｖmax(B)及び
Ｖs(B)が選択的（時分割的）にγカーブ生成ラダー回路１４２－１に供給されるように制
御される。
【００４９】
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　そして、γカーブ生成ラダー回路１４２－１において、シフトレジスタ・データレジス
タ部１４１を介して順次取り込まれるＲＧＢ各色のカラー表示データに対して、上記最大
輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)、及び、最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、
Ｖs(B)により特性が規定されるガンマ補正曲線を用いて時分割的にデジタル－アナログ変
換処理を施して、ガンマ補正されたアナログ信号電圧を各色ごとの階調電圧Ｖpix（Ｖpix
(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）として後段のデマルチプレクサ１４３に順次出力する。
【００５０】
　ここで、本実施形態に適用される階調電圧生成部１４２において、時分割的に切り換え
設定される最大輝度基準電圧及び最小輝度基準電圧の電圧値と、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤの電気光学特性との関係について説明する。
　図６は、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子のアノード－カソード間に印加される電圧（有機Ｅ
Ｌ電圧）と発光輝度との関係を示す電圧－輝度特性図であり、図７は、図６に示した有機
ＥＬ素子の電圧－輝度特性において、規格化した電圧と発光輝度との関係を示す規格化電
圧－輝度特性図である。
【００５１】
　ＲＧＢ各色の表示画素を実現するために、画素開口率やトランジスタ等の素子サイズを
含む画素回路設計を各色で略同一とし、かつ、各色で異なる素子構造を有する有機ＥＬ素
子を適用した場合、ＲＧＢの３色で白表示を実現する際の各色ごとの輝度バランスの設定
やそれぞれの素子の電流効率の違いに起因して、例えば図６に示すように、有機ＥＬ素子
のアノード－カソード間に印加される電圧（有機ＥＬ電圧）Ｖelと発光輝度との関係を示
す電圧－輝度特性曲線はＲＧＢの各色で異なる。そのため、ＲＧＢ各色において最大（最
高）輝度階調で発光動作させるための有機ＥＬ電圧（最大輝度発光電圧）Ｖelm(R)、Ｖel
m(G)、Ｖelm(B)も色ごとに異なる。ここで、図６においては、ＲＧＢ各色の最大輝度発光
電圧Ｖelm(R)、Ｖelm(G)、Ｖelm(B)における発光輝度は、各々２０００cd/m2、４０００c
d/m2、２５００cd/m2であって、その輝度バランスは、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝４：８：５に設定さ
れている。
【００５２】
　この図６において、ＲＧＢ各色における最小（最低）輝度階調となる有機ＥＬ電圧（発
光開始電圧）Ｖels(R)、Ｖels(G)、Ｖels(B)を揃え、かつ、電圧（有機ＥＬ電圧）と発光
輝度との関係を各々規格化すると、図７のように表すことができる。ここでは、各色ごと
に有機ＥＬ電圧Ｖelと発光開始電圧Ｖelsとの差分を、最大輝度発光電圧Ｖelmと発光開始
電圧Ｖelsとの差分で除算して電圧成分を規格化し（（Ｖel－Ｖels）／（Ｖelm－Ｖels）
）、この規格化電圧における各発光輝度を最大輝度で除算して輝度成分を規格化した。
【００５３】
　この図７によれば、有機ＥＬ電圧Ｖelにおいて、ＲＧＢごとの発光開始電圧Ｖels(R)、
Ｖels(G)、Ｖels(B)を補正するとともに、最大輝度発光電圧Ｖelmを用いて規格化するこ
とにより、表示データ（輝度階調値）に応じた階調電圧を表示画素（有機ＥＬ素子）に供
給するデジタル－アナログ変換回路（階調電圧生成部）における輝度階調値に対する出力
電圧（アナログ階調電圧）の関係を示す出力カーブ（階調－電圧特性曲線）をＲＧＢの各
色で略同一にすることができ、上記出力電圧（階調電圧）に対応する有機ＥＬ電圧と有機
ＥＬ素子の発光輝度との関係を示す輝度カーブ（電圧－輝度特性曲線）をＲＧＢで略同等
にすることができることを示している。
【００５４】
　すなわち、単一（共通）のガンマ特性を備えた単一のデジタル－アナログ変換回路にお
いて、最大（最高）の輝度階調値に対応する出力電圧（最大輝度発光電圧）を生成するた
めの最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)、及び、最小（最低）の輝度階調値
に対応する出力電圧（発光開始電圧）を生成するための最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)
、Ｖs(B)の双方又はいずれか一方を、カラー表示データのＲＧＢごとに切り換え設定する
ことにより、カラー表示データに含まれるＲＧＢ各色の輝度階調値に対する有機ＥＬ素子
における発光輝度の関係を示す階調－輝度特性曲線（ガンマ補正曲線）を各色ごとに対応
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させることができる。
【００５５】
　本実施形態に係る階調電圧生成部１４２において、カラー表示データに含まれる輝度階
調値に対する発光輝度の関係について詳しく検証すると、ＲＧＢの輝度バランスとして上
述したＲ：Ｇ：Ｂ＝４：８：５に設定された各色の有機ＥＬ素子について、ＲＧＢ各色の
発光開始電圧を例えばＶs(R)＝２Ｖ、Ｖs(G)＝２．８Ｖ、Ｖs(B)＝３．４Ｖに切り換え設
定した場合、８ｂｉｔ２５６階調の輝度階調値に対する規格化輝度（最大輝度で規格化さ
れた発光輝度）の関係は、例えば図８のように、ＲＧＢ各色の階調－輝度特性曲線が略一
致し、そのばらつきを１％未満に抑制することができることが判明した。この場合の階調
電圧生成部１４２（γカーブ生成ラダー回路１４２－１）で実行されるデジタル－アナロ
グ変換における輝度階調値に対する規格化電圧（最大出力電圧で規格化された出力電圧）
の関係は、図９に示すように、ＲＧＢ各色で略一致する。一方、発光開始電圧を色ごとに
切り換え設定しない場合には、輝度階調値に対する規格化輝度の関係は、例えば図１０の
ように、ＲＧＢ各色間で差異が生じ、そのばらつきが最大２．７％に達することが観測さ
れた。
【００５６】
　ここで、図８は、本実施形態に係る階調電圧生成部において、発光開始電圧をＲＧＢ各
色ごとに切り換え設定した場合の輝度階調値と規格化された発光輝度との関係を示す階調
－輝度特性図であり、図９は、本実施形態に係る階調電圧生成部（γカーブ生成ラダー回
路）における輝度階調値と各色の規格化された出力電圧との関係を示す階調－電圧特性図
である。また、図１０は、発光開始電圧を固定した場合の輝度階調値と規格化された発光
輝度との関係を示す階調－輝度特性図である。
【００５７】
　したがって、上述した本実施形態に示したように、階調電圧生成部に設けられた単一（
共通）のγカーブ生成ラダー回路において、ＲＧＢの各色のカラー表示データが取り込ま
れるタイミングに同期して、最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)、及び、最
小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)の少なくともいずれか一方、好ましくは双方の基
準電圧を時分割的に切り換えて印加することにより規定されるγカーブ（階調－電圧特性
曲線）に基づいて、各色成分ごとに有機ＥＬ素子の電気光学特性に応じた階調電圧を生成
することができ、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子における電圧－輝度特性曲線に基づいて、カ
ラー表示データに含まれる輝度階調値に応じた発光輝度で各色の有機ＥＬ素子を発光動作
させることができる。
【００５８】
　デマルチプレクサ１４３は、例えばシステムコントローラ１５０からデータ制御信号と
して供給されるＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２に基づいて、階調電圧生成部１４２から順
次出力される各色ごとの階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を時分割的に
分配して、各色ごとの階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を生成し、個別の信号線を
介して後段のラッチ回路１４４に並列的に出力する。すなわち、本実施形態に適用される
デマルチプレクサ１４３は、順次入力されるシリアル信号（階調電圧Ｖpix）を、１：３
（＝入力数：出力数）に時分割変換して３つのパラレル信号（階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(
g)、Ｖpix(b)）を生成する機能を有している。
【００５９】
　ラッチ回路１４４は、デマルチプレクサ１４３から並列的に出力された階調電圧Ｖpix(
r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を個別にラッチ（一時保持）し、例えばシステムコントローラ１
５０からデータ制御信号として供給される出力制御信号ＯＥＮに基づいて、隣接するＲＧ
Ｂ３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが接続された各列のデータラインＬdr、Ｌdg、
Ｌdbに対して、同一のタイミングで並列的に階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を出
力する。
【００６０】
　（システムコントローラ）
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　システムコントローラ１５０は、上述した選択ドライバ１２０、電源ドライバ１３０及
びデータドライバ１４０の各々に対して、動作状態を制御する選択制御信号、電源制御信
号及びデータ制御信号を生成して出力することにより、各ドライバを所定のタイミングで
動作させて、選択信号Ｓsel、電源電圧Ｖcc及び階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖ
pix(b)）を生成して出力させ、各表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に
おける一連の駆動制御動作（表示データ取込・階調電圧生成動作、書込動作、保持動作、
及び、発光動作）を実行させて、映像信号に基づく画像情報を表示領域１１０に表示させ
る制御を行う。
【００６１】
　（表示信号生成回路）
　表示信号生成回路１６０は、例えば表示装置１００の外部から供給される映像信号から
輝度階調信号成分を抽出し、表示領域１１０の１行分ごとに、該輝度階調信号成分をデジ
タル信号からなる表示データ（ＲＧＢＲＧＢＲ・・・の各サブ画素に対応する連続する輝
度階調データ（シリアルデータ））としてデータドライバ１４０に供給する。ここで、上
記映像信号が、テレビ放送信号（コンポジット映像信号）のように、画像情報の表示タイ
ミングを規定するタイミング信号成分を含む場合には、表示信号生成回路１６０は、上記
輝度階調信号成分を抽出する機能のほかに、タイミング信号成分を抽出してシステムコン
トローラ１５０に供給する機能を有するものであってもよい。この場合においては、上記
システムコントローラ１５０は、表示信号生成回路１６０から供給されるタイミング信号
に基づいて、選択ドライバ１２０や電源ドライバ１３０、データドライバ１４０に対して
個別に供給する各制御信号を生成する。
【００６２】
　＜表示装置の駆動方法＞
　次に、本実施形態に係る表示装置における駆動方法について説明する。
　図１１は、本実施形態に係る表示装置における駆動方法の一例を示すタイミングチャー
トであり、図１２は、本実施形態に係る表示装置の駆動方法に適用される選択動作の一具
体例を示すタイミングチャートである。ここでは、説明の都合上、表示領域１１０にマト
リクス状に配列された表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）のうち、ｉ行
ｊ列、及び、（ｉ＋１）行ｊ列（ｉは１≦ｉ≦ｎとなる正の整数、ｊは１≦ｊ≦ｍとなる
正の整数）の表示画素ＰＩＸを、表示信号生成回路１６０から供給されるカラー表示デー
タに応じた輝度階調で発光動作させる場合のタイミングチャートを示す。
【００６３】
　本実施形態に係る表示装置１００の駆動制御動作は、例えば図１１に示すように、ｉ行
及び（ｉ＋１）行を含む例えば上方領域、下方領域いずれかのグループの表示画素ＰＩＸ
において、所定の１処理サイクル期間Ｔcyc内に、表示信号生成回路１６０からシフトレ
ジスタ・データレジスタ部１４１を介して供給されるＲＧＢからなるカラー表示データ（
輝度階調データ）を、例えばＲＧＢの順に階調電圧生成部１４２に取り込み、当該カラー
表示データの色成分に応じた特性を有するガンマ補正曲線を用いてデジタル－アナログ変
換処理を順次施して、ガンマ補正されたアナログ信号からなる階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)
、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成する階調電圧設定動作（階調電圧設定動作期間Ｔsig）と
、ＲＧＢの各色ごとに生成された該階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を
、各列のデータラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbを介して、同一のタイミングで並列的にＲＧＢ各
色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂに出力する書込動作（書込動作期間Ｔwrt）と、該
書込動作により各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）の画素駆動回
路ＤＣに設けられたトランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間に書き込み設定された、上
記階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）に応じた電圧成分をキャパシタＣｓ
に充電して保持する保持動作（保持動作期間Ｔhld）と、該保持動作によりキャパシタＣ
ｓに保持された電圧成分に基づいて、上記カラー表示データに応じた電流値を有する発光
駆動電流Ｉemを有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流して、所望の輝度階調で発光させる発光動作（
発光動作期間Ｔem）と、を実行するように設定されている（Ｔcyc≧Ｔsig＋Ｔwrt＋Ｔhld
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＋Ｔem）。
【００６４】
　ここで、上記階調電圧設定動作及び書込動作は、図１２に示すように、当該行（ｉ行目
）の選択期間Ｔsel(i)内に実行されるように設定されている（Ｔsel≧Ｔsig＋Ｔwrt）。
また、上記階調電圧設定動作期間Ｔsigにおいては、電源電圧ラインＬｖにローレベルの
電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）が印加された状態で、図１２に示すように、表示データ取込動
作として、表示信号生成回路１６０からシフトレジスタ・データレジスタ部１４１を介し
てＲＧＢの順で時分割的に供給されるカラー表示データを階調電圧生成部１４２に取り込
む表示データ取込動作と、当該カラー表示データの色に応じて切り換え設定される最大輝
度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)
に基づいて特性が規定されるガンマ補正曲線を用いて、ＲＧＢ各色のカラー表示データを
順次デジタル－アナログ変換することによりガンマ補正された階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)
、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成する階調電圧生成動作と、が一連の動作として連続的に実
行されるように設定されている。
【００６５】
　また、発光動作期間Ｔemにおいて、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流れる発光駆動電流Ｉemの
電流値は、書込動作期間Ｔwrtに画素駆動回路ＤＣに設けられたトランジスタＴｒ１３の
ドレイン－ソース間に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの電流値にしたがっており、好
ましくは互いに電流値が一致している。
【００６６】
　なお、上述した各動作は、システムコントローラ１５０から供給される各種制御信号に
基づいて実行される。また、本実施形態に係る駆動制御動作に適用される１処理サイクル
期間Ｔcycは、例えば、１つのカラー画素ＣＰＸ（１組のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸ
ｂ）が１フレームの画像のうちの１画素分の画像情報を表示するのに要する期間に設定さ
れる。すなわち、複数の表示画素ＰＩＸを行方向及び列方向にマトリクスに配列した表示
領域１１０において、１フレームの画像を表示する場合、上記１処理サイクル期間Ｔcyc
は、１行分の表示画素ＰＩＸが１フレームの画像のうちの１行分の画像を表示するのに要
する期間に設定される。
【００６７】
　以下、各動作について、図１１及び図１２に示したタイミングチャートを適宜参照しな
がら具体的に説明する。
　（表示データ取込動作／階調電圧生成動作）
　図１３は、本実施形態に係る表示装置における表示データ取込動作及び階調電圧生成動
作を示す概念図である。なお、図１３以降に示す各動作概念図においては、データドライ
バ１４０からカラー表示データに応じた階調電圧Ｖpixが供給される表示画素ＰＩＸとし
て、ＲＧＢ３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂのうち、サブ画素ＰＸｒのみを示して
説明する。
【００６８】
　本実施形態に係る表示データ取込動作は、図１１～図１３に示すように、階調電圧設定
動作期間Ｔsigにおいて、ｉ行目の表示画素ＰＩＸに接続された電源電圧ラインＬｖ（図
１に示した表示装置においては、ｉ行目が含まれるグループの全表示画素ＰＩＸ（サブ画
素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に共通に接続された電源電圧ラインＬｖ）に対して、電源ド
ライバ１３０から書込動作レベルである低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw≦基準電圧Ｖss
）を印加した状態で、選択ドライバ１２０からｉ行目の選択ラインＬｓに選択レベル（ハ
イレベル）の選択信号Ｓselを印加して、ｉ行目の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、Ｐ
Ｘｇ、ＰＸｂ）を選択状態に設定する。
【００６９】
　これにより、ｉ行目の表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣに設けられたトランジスタＴ
ｒ１１がオン動作して、トランジスタＴｒ１３（駆動トランジスタ）がダイオード接続状
態に設定され、上記電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）がトランジスタＴｒ１３のドレイン端子及
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びゲート端子（接点Ｎ１１；キャパシタＣｓの一端側）に印加されるとともに、トランジ
スタＴｒ１２もオン状態となってトランジスタＴｒ１３のソース端子（接点Ｎ１２；キャ
パシタＣｓの他端側）が各列のデータラインＬｄに電気的に接続される。
【００７０】
　一方、このタイミングに同期して、システムコントローラ１５０から供給されるデータ
制御信号に基づいて、図１２、図１３に示すように、データドライバ１４０において、上
述した表示信号生成回路１６０からデジタルシリアルデータとしてＲＧＢＲＧＢ・・・の
順で供給されるカラー表示データを、シフトレジスタ・データレジスタ部１４１を介して
順次取り込み、相互に隣接するＲＧＢ３色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、
ＰＸｂ）が接続された３列（データラインＬdr、Ｌdg、Ｌdb）ごとに対応して各１個ずつ
設けられた階調電圧生成部１４２に時分割的に転送する（表示データ取込動作）。
【００７１】
　階調電圧生成部１４２においては、ＲＧＢの順で取り込まれたカラー表示データ（ＲＧ
Ｂカラー表示データ）の輝度階調値に基づいて、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素
ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを所定の輝度階調で発光動作、又は、
無発光動作（黒表示動作）させるための階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)
）を時分割的に生成する。
【００７２】
　具体的には、図１２に示すように、システムコントローラ１５０から供給される同期信
号ＣＬＫの立ち上がりタイミングにおいて、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２の信号レベル
がともにハイレベル（Ｈ、Ｈ）の場合には、Ｖmax(X)生成回路１４２－２において予め設
定された最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)のうち、赤（Ｒ）色に対応する
最大輝度基準電圧Ｖmax(R)がＲＧＢ切換スイッチ１４２－３を介してγカーブ生成ラダー
回路１４２－１に印加されるとともに、Ｖs(X)生成回路１４２－４において予め設定され
た最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B) のうち、赤（Ｒ）色に対応する最小輝度基
準電圧Ｖs(R)がＲＧＢ切換スイッチ１４２－５を介してγカーブ生成ラダー回路１４２－
１に印加される。
【００７３】
　また、同期信号ＣＬＫの立ち上がりタイミングにおいて、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ
２の信号レベルがハイレベル（Ｈ）、ローレベル（Ｌ）の場合には、緑（Ｇ）色に対応す
る最大輝度基準電圧Ｖmax(G)がＶmax(X)生成回路１４２－２からＲＧＢ切換スイッチ１４
２－３を介してγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加されるとともに、緑（Ｇ）色に
対応する最小輝度基準電圧Ｖs(G)がＶs(X)生成回路１４２－４からＲＧＢ切換スイッチ１
４２－５を介してγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加される。
【００７４】
　また、同期信号ＣＬＫの立ち上がりタイミングにおいて、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ
２の信号レベルがともにローレベル（Ｌ、Ｌ）の場合には、青（Ｂ）色に対応する最大輝
度基準電圧Ｖmax(B)がＶmax(X)生成回路１４２－２からＲＧＢ切換スイッチ１４２－３を
介してγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加されるとともに、青（Ｂ）色に対応する
最小輝度基準電圧Ｖs(B)がＶs(X)生成回路１４２－４からＲＧＢ切換スイッチ１４２－５
を介してγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加される。
【００７５】
　これにより、階調電圧生成部１４２（γカーブ生成ラダー回路１４２－１）に順次取り
込まれるカラー表示データの取り込みタイミング及びその色に応じて、デジタル－アナロ
グ変換回路であるγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加される最大輝度基準電圧Ｖma
x(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)が切り換え設定
されて、γカーブ生成ラダー回路１４２－１に予め設定された単一のガンマ特性（γカー
ブ）がＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応するように、当該特性（
補正特性）が規定され、当該ガンマ補正曲線を用いて各色のカラー表示データ（輝度階調
値）が時分割的にデジタル－アナログ変換されて、ガンマ補正されたアナログ信号電圧が
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各色ごとの階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）としてデマルチプレクサ１
４３に順次出力される（階調電圧生成動作）。
【００７６】
　次いで、階調電圧生成部１４２により順次生成されて出力されたＲＧＢ各色の階調電圧
Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）は、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２に基づいて
、デマルチプレクサ１４３によりＲＧＢの各色成分ごとに時分割的に分配される。具体的
には、デマルチプレクサ１４３は、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２の信号レベルがともに
ハイレベル（Ｈ、Ｈ）の場合には、赤（Ｒ）色に対応する階調電圧Ｖpix(r)を取り込み、
第１の信号線を介してラッチ回路１４４に供給し、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２の信号
レベルがハイレベル（Ｈ）、ローレベル（Ｌ）の場合には、緑（Ｇ）色に対応する階調電
圧Ｖpix(g)を取り込み、第２の信号線を介してラッチ回路１４４に供給し、ＲＧＢ切換制
御信号Ｓ１、Ｓ２の信号レベルがともにローレベル（Ｌ、Ｌ）の場合には、青（Ｂ）色に
対応する階調電圧Ｖpix(b)を取り込み、第３の信号線を介してラッチ回路１４４に供給す
る。
【００７７】
　すなわち、階調電圧生成部１４２からシリアル信号として供給されたＲＧＢ各色の階調
電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）は、デマルチプレクサ１４３によりＲＧＢ
の個別の階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)に分配され、個別の信号線（第１～第３
の信号線）を介して、パラレル信号としてラッチ回路１４４に順次供給される。
【００７８】
　そして、ラッチ回路１４４に供給された階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)は、個
別にラッチ（一時保持）される。ここで、上述した表示データ生成動作及び階調電圧生成
動作が実行される階調電圧設定動作期間Ｔsigにおいては、データドライバ１４０（ラッ
チ回路１４４）から階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)は出力されず、各列のデータ
ラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbはハイインピーダンス状態に保持されている。後述する書込動作
において、ラッチ回路１４４に供給される出力制御信号ＯＥＮがハイレベル（Ｈ）となる
タイミングで、相互に隣接するＲＧＢ３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが接続され
た各列のデータラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbに対して、同時かつ並列的に階調電圧Ｖpix(r)、
Ｖpix(g)、Ｖpix(b)が出力される。
【００７９】
　したがって、この階調電圧設定動作期間Ｔsigにおいては、表示画素ＰＩＸ（サブ画素
ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂの画素駆動回路ＤＣ）のトランジスタＴｒ１３のソース端子（接
点Ｎ１２）に階調電圧Ｖpixは印加されず、トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間（
キャパシタＣｓの両端）には電圧の書き込みは行われないので、トランジスタＴｒ１３は
オン動作せず、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード端子側の接点Ｎ１２の電位は、カソード
端子ＴＭｃに印加される基準電圧Ｖssよりも低くなり（つまり、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが
逆バイアス状態に設定され）、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤには電流が流れず発光動作しない。
【００８０】
　（書込動作）
　図１４は、本実施形態に係る表示装置における書込動作を示す概念図である。
　上述したように、選択状態に設定された行の各表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸ
ｇ、ＰＸｂ）について、選択期間Ｔsel(i)内に、カラー表示データを順次取り込み、ＲＧ
Ｂの各色成分ごとに階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を生成する動作の後、引き続
き当該行の各表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に階調電圧Ｖpix(r)、
Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を同時に書き込む書込動作を実行する。
【００８１】
　書込動作（書込動作期間Ｔwrt）においては、図１２、図１４に示すように、システム
コントローラ１５０からデータ制御信号として供給される出力制御信号ＯＥＮに基づいて
、例えば当該出力制御信号ＯＥＮがハイレベルとなるタイミングで、上記ラッチ回路１４
４からＲＧＢ３色のサブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂが接続された各列のデータラインＬ
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dr、Ｌdg、Ｌdbに対して、上記階調電圧設定動作期間Ｔsigに生成された各色の階調電圧
Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)を同時かつ並列的に印加する。ここで、書込動作期間Ｔwr
tにおいては、上述した階調電圧設定動作期間Ｔsigと同様に、電源ドライバ１３０から書
込みのための低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw≦基準電圧Ｖss）が電源電圧ラインＬｖに
印加されている。
【００８２】
　ここで、上述した階調電圧設定動作期間Ｔsigにデータドライバ１４０（γカーブ生成
ラダー回路１４２－１）において生成される各色の階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(
b)は、電源ドライバ１３０から電源電圧ラインＬｖに印加される書込動作レベルの低電位
の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を基準として、相対的に負電位の電圧振幅を有するように設
定されている。すなわち、階調電圧Ｖpixは階調が高くなるにしたがって負電位側により
低く（電圧振幅の絶対値は大きく）なる。
【００８３】
　これにより、図１４に示すように、選択状態に設定された表示画素ＰＩＸ（画素駆動回
路ＤＣ）のトランジスタＴｒ１３のソース端子（接点Ｎ１２）に、階調電圧Ｖpix（Ｖpix
(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）が印加されるので、トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース
間（キャパシタＣｓの両端）に、当該階調電圧Ｖpixに応じた電圧Ｖgsが書き込み設定さ
れる。このような書込動作においては、トランジスタＴｒ１３のゲート端子及びソース端
子に対して、表示データに応じた電流を流して電圧成分を設定するのではなく、直接所望
の電圧（階調電圧Ｖpix）を印加しているので、各端子や接点の電位を速やかに所望の状
態に設定することができる。
【００８４】
　なお、この書込動作期間Ｔwrtにおいても、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード端子側の
接点Ｎ１２に印加される階調電圧Ｖpixの電圧値が、カソード端子ＴＭｃに印加される基
準電圧Ｖssよりも低くなるように設定されている（つまり、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが逆バ
イアス状態に設定されている）ので、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤには電流が流れず発光動作し
ない。
【００８５】
　（保持動作）
　図１５は、本実施形態に係る表示装置における保持動作を示す概念図である。
　次いで、上述したような階調電圧設定動作（表示データ取込動作、階調電圧生成動作）
及び書込動作終了後の保持動作（保持動作期間Ｔhld）においては、図１１に示すように
、ｉ行目の選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択信号Ｓselを印加するこ
とにより、図１５に示すように、トランジスタＴｒ１１及びＴｒ１２をオフ動作させて、
トランジスタＴｒ１３のダイオード接続状態を解除するとともに、トランジスタＴｒ１３
のソース端子（接点Ｎ１２）とデータラインＬｄとの電気的な接続を遮断して、トランジ
スタＴｒ１３のゲート－ソース間（キャパシタＣｓの両端）に階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)
、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）に応じた電圧成分を充電（保持）する。
【００８６】
　なお、本実施形態に係る表示装置の駆動方法においては、図１１、図１２に示すように
、ｉ行目の表示画素ＰＩＸに対して上述したような階調電圧設定動作及び書込動作が終了
した後の保持動作期間Ｔhldにおいて、選択ドライバ１２０から（ｉ＋１）行目の選択ラ
インＬｓに対して選択レベル（ハイレベル）の選択信号Ｓselが印加されることにより、
（ｉ＋１）行目の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）を選択状態に設定
して、同グループの最終行（ｎ／２行又はｎ行）の選択期間Ｔselが終了するまで行ごと
に上記と同様の階調電圧設定動作及び書込動作からなる一連の処理動作が実行される。
【００８７】
　すなわち、選択ドライバ１２０から各行の選択ラインＬｓに対して選択レベルの選択信
号Ｓselが異なるタイミングで順次印加されることにより、（ｉ＋１）行目以降の表示画
素ＰＩＸにおいて、階調電圧設定動作及び書込動作が各行ごとに順次実行される。したが
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って、ｉ行目の表示画素ＰＩＸの保持動作期間Ｔhldにおいては、同グループの他の全て
の行の表示画素ＰＩＸに対して表示データに応じた電圧成分（階調電圧Ｖpix）が順次書
き込まれるまで保持動作が継続される。
【００８８】
　（発光動作）
　図１６は、本実施形態に係る表示装置における発光動作を示す概念図である。
　次いで、任意のグループの上述した階調電圧設定動作、書込動作及び保持動作終了後の
発光動作（発光動作期間Ｔem）においては、図１１に示すように、当該グループの各行の
選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択信号Ｓselを印加した状態で、各行
の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に接続された電源電圧ラインＬｖ
に、電源ドライバ１３０から発光動作レベルである高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce＞Ｖs
s）を印加する。
【００８９】
　これにより、トランジスタＴｒ１３が飽和領域で動作し、また、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ
のアノード側（接点Ｎ１２）には上記書込動作によりトランジスタＴｒ１３のゲート－ソ
ース間に書込設定された電圧成分（Ｖccw－Ｖpix）に応じた電圧が印加され、カソード端
子ＴＭｃには基準電圧Ｖss（例えば接地電位）が印加されることにより、有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤは順バイアス状態に設定されるので、図１６に示すように、電源電圧ラインＬｖか
らトランジスタＴｒ１３を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに、カラー表示データ（すなわち
、各色の階調電圧Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）に応じた電流値を有する発光駆動電流
Ｉem（トランジスタＴｒ１３のドレイン・ソース間電流Ｉds）が流れ、所望の輝度階調で
発光動作する。この発光動作は、次の１処理サイクル期間Ｔcycのために、電源ドライバ
１３０から書込動作レベルの電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）が印加されるタイミングまで継続
して実行される。
【００９０】
　なお、上述した一連の表示装置の駆動方法において、保持動作は、例えば、後述するよ
うに、各グループ内の全ての行の表示画素ＰＩＸへの書込動作が終了した後に、当該グル
ープの全ての表示画素ＰＩＸを一斉に発光動作させる駆動制御を行う場合に、書込動作と
発光動作の間に設けられる。この場合、保持動作期間Ｔhldの長さは行ごとに異なる。ま
た、このような駆動制御を行わない場合には、保持動作を行わないものであってもよい。
【００９１】
　以上説明したように、本実施形態に係る表示装置及びその駆動方法によれば、単一（共
通）のガンマ特性を備えたデジタル－アナログ変換回路を具備し、例えばＲＧＢの３色の
カラー表示データが供給されるタイミングに対応して、上記デジタル－アナログ変換回路
に印加する階調基準電圧を順次切り換え設定し、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子の電気光学特
性に応じた特性を有するガンマ補正曲線を用いて時分割的にデジタル－アナログ変換処理
を行ってＲＧＢ各色のカラー表示データ（輝度階調値）に対応した階調電圧を生成するデ
ータドライバ（表示駆動装置）を有しているので、シリアルデータとして供給される各色
のカラー表示データを単一の回路構成でガンマ補正処理することができ、表示装置の回路
規模を大幅に小型化しつつ、表示データに応じた適切な輝度階調で各色の表示画素（有機
ＥＬ素子）を発光動作させることができる。
【００９２】
　また、本実施形態に係るデータドライバ（表示駆動装置）において生成、出力される階
調信号（階調電圧）は電圧信号であるので、例えば書込動作期間にトランジスタＴｒ１３
に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの電流値を直接設定する電流ドライバとは異なるの
で、書込動作期間にトランジスタＴｒ１３に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの電流値
が微小であっても速やかにトランジスタＴｒ１３に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsに
応じたゲート・ソース間電圧Ｖgsを設定することができる。そのため、比較的短い時間に
設定された選択期間内に、カラー表示データの取り込み、階調電圧Ｖpixの生成、保持に
加え、階調電圧ＶpixをトランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間及びキャパシタＣｘに
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書き込む書込動作を良好に実現することができる。
【００９３】
　＜駆動方法の具体例＞
　次に、本実施形態において、図１に示したような表示領域１１０を備えた表示装置１０
０に特有の駆動方法について具体的に説明する。
　本実施形態に係る表示装置（図１）においては、表示領域１１０に配列された表示画素
ＰＩＸを、表示領域１１０の上方領域と下方領域からなる２組にグループ分けして、各グ
ループごとに第１又は第２の電源電圧ラインＬｖ１、Ｌｖ２から分岐した個別の電源電圧
ラインＬｖを介して独立した電源電圧Ｖccを印加するようにしているので、各グループに
含まれる複数行の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）を一斉に発光動作
させることができる。
【００９４】
　図１７は、本実施形態に係る表示領域を備えた表示装置における駆動方法の具体例を模
式的に示した動作タイミング図である。なお、図１７においては、説明の都合上、便宜的
に表示領域に１２行（ｎ＝１２；第１行～第１２行）の表示画素が配列され、１～６行目
（上述した上方領域に対応する）及び７～１２行目（上述した下方領域に対応する）の表
示画素を各々一組として２組にグループ分けされている場合の動作タイミング図を示す。
【００９５】
　本実施形態に係る表示装置１００における駆動制御方法は、例えば図１７に示すように
、表示領域１１０の各行の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に対して
、上述した階調電圧設定動作（表示データ取込動作、階調電圧生成動作）及び書込動作を
連続して実行する処理を各行ごとに順次繰り返しつつ、予めグループ分けした１～６行目
又は７～１２行目の表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣに対して上記書込動作が終了した
タイミングで、当該グループに含まれる全表示画素ＰＩＸをカラー表示データに応じた輝
度階調で一斉に発光動作させる処理を各グループごとに順次繰り返すことにより、表示領
域１１０一画面分の画像情報が表示される。
【００９６】
　具体的には、表示領域１１０に配列された表示画素ＰＩＸに対して、１～６行目の表示
画素ＰＩＸからなるグループにおいて、当該グループの表示画素ＰＩＸに共通に接続され
た第１の電源電圧ラインＬｖ１を介して低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を印加した状
態で、１行目の表示画素ＰＩＸから順に、上記階調電圧設定動作、書込動作及び保持動作
からなる連続する処理が、各行について繰り返し実行される。これにより、カラー表示デ
ータに含まれる輝度階調値に応じて生成された階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖp
ix(b)）が各行の表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣに書き込まれる。書込動作が終了し
た行の表示画素ＰＩＸは、保持動作に移行する。
【００９７】
　そして、６行目の表示画素ＰＩＸについて書込動作が終了したタイミングで、当該グル
ープの第１の電源電圧ラインＬｖ１を介して高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce）を印加す
ることにより、各表示画素ＰＩＸに書き込まれた階調電圧Ｖpixに基づく輝度階調で、当
該グループの６行分の表示画素ＰＩＸを一斉に発光動作させる。この発光動作は、１行目
の表示画素ＰＩＸに対して、次の階調電圧設定動作が開始されるタイミングまで継続され
る（１～６行目の発光動作期間Ｔem）。なお、この駆動方法においては、当該グループの
最終行となる６行目の表示画素ＰＩＸは書込動作後に保持動作に移行することなく（保持
動作期間Ｔhldを有することなく）、発光動作が行われる。
【００９８】
　また、上記１～６行目の表示画素ＰＩＸについて書込動作が終了したタイミング（又は
、１～６行目の表示画素ＰＩＸについて発光動作が開始されたタイミング）で、７～１２
行目の表示画素ＰＩＸからなるグループにおいて、当該グループの表示画素ＰＩＸに共通
に接続された第２の電源電圧ラインＬｖ２を介して低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を
印加し、７行目の表示画素ＰＩＸから順に、上記階調電圧設定動作、書込動作及び保持動
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作からなる連続する処理を、各行について繰り返し実行し、１２行目の表示画素ＰＩＸに
ついて書込動作が終了したタイミングで、当該グループの第２の電源電圧ラインＬｖ２を
介して高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce）を印加することにより、各表示画素ＰＩＸに書
き込まれた階調電圧Ｖpixに基づく輝度階調で、当該グループの６行分の表示画素ＰＩＸ
を一斉に発光動作させる（７～１２行目の発光動作期間Ｔem）。この７～１２行目の表示
画素ＰＩＸに対して階調電圧設定動作、書込動作及び保持動作が実行されている期間にお
いては、上述したように、１～６行目の表示画素ＰＩＸが一斉に発光する動作が継続され
ている。
【００９９】
　このように、表示領域１１０に配列された全表示画素ＰＩＸについて、各行の表示画素
ＰＩＸごとに所定のタイミングで階調電圧設定動作、書込動作及び保持動作からなる連続
する処理を順次実行し、予め設定された各グループについて、当該グループに含まれる全
ての行の表示画素ＰＩＸへの書込動作が終了した時点で、当該グループの全ての表示画素
ＰＩＸを一斉に発光動作させるように駆動制御される。
【０１００】
　したがって、このような表示装置の駆動方法によれば、発光動作期間Ｔemの前において
、同一グループ内の各行の表示画素に階調電圧設定動作及び書込動作を実行する期間中、
当該グループ内の全ての表示画素（発光素子）の発光動作が行われず、無発光状態（黒表
示状態）に設定することができる。
【０１０１】
　図１７に示した動作タイミング図においては、表示領域１１０を構成する１２行の表示
画素ＰＩＸを、２組にグループ分けして、各グループごとに異なるタイミングで一斉に発
光動作を実行するように制御されるので、１フレーム期間Ｔfrmにおける上記無発光動作
による黒表示期間の比率（黒挿入率）を５０％に設定することができる。ここで、人間の
視覚において、動画像をボケやにじみがなく鮮明に視認するためには、一般に、概ね３０
％以上の黒挿入率を有していることが目安になるので、本駆動方法によれば、比較的良好
な表示画質を有する表示装置を実現することができる。
【０１０２】
　なお、図１に示した表示領域１１０においては、複数の表示画素ＰＩＸを連続する行ご
とに２組にグループ分けした場合について示したが、本発明はこれに限定されるものでは
なく、３組や４組等、任意の組数にグループ分けするものであってもよく、また、偶数行
と奇数行のように連続しない行同士でグループ分けするものであってもよい。これによれ
ば、グループ分けされた組数に応じて発光時間及び黒表示期間（黒表示状態）を任意に設
定することができ、表示画質の改善を図ることができる。
【０１０３】
　また、表示領域１１０に配列された複数の表示画素ＰＩＸを、上記のようにグループ分
けすることなく、各行ごとに個別に配設（接続）された電源電圧ラインに対して、異なる
タイミングで電源電圧Ｖccを独立して印加することにより、表示画素ＰＩＸを各行ごとに
発光動作させるものであってもよいし、表示領域１１０に配列された一画面分の全ての表
示画素ＰＩＸに対して、一斉に共通の電源電圧Ｖccを印加することにより、表示領域１１
０一画面分の全ての表示画素を一斉に発光動作させるものであってもよい。
【０１０４】
　＜第２の実施形態＞
　次に、本発明に係る表示装置の第２の実施形態について説明する。ここで、表示装置の
全体構成は上述した第１の実施形態と同等であるので、以下の説明においては、本実施形
態に特有のデータドライバの構成及び駆動方法について詳しく説明する。
【０１０５】
　上述した第１の実施形態においては、ＲＧＢの各色のカラー表示データ（輝度階調値）
がデータドライバ１４０（階調電圧生成部１４２）に順次供給されるタイミングに対応し
て、γカーブ生成ラダー回路（ガンマ補正回路）１４２－１におけるガンマ補正曲線の特
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性をＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応させるように、最大輝度基
準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)の双
方を切り換え設定する場合について説明したが、第２の実施形態においては最大輝度基準
電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)又は最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)のいず
れか一方のみを切り換え設定するように構成されている。
【０１０６】
　図１８は、本発明に係る表示装置に適用されるデータドライバの第２の実施形態を示す
要部構成図である。ここで、上述した第１の実施形態と同等の構成についてはその説明を
簡略化又は省略する。なお、本実施形態における表示装置の駆動方法は上述した第１の実
施形態と同一であるのでその説明を省略する。
【０１０７】
　第２の実施形態に係る表示装置に適用されるデータドライバ１４０は、図１８に示すよ
うに、上述した第１の実施形態の構成（図４参照）において、γカーブ生成ラダー回路１
４２－１における最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)をＲＧＢ各色ごとに切り換え
設定するための最小基準電圧生成回路１４２－４とＲＧＢ切換スイッチ１４２－５を省略
した構成を有している。
【０１０８】
　すなわち、本実施形態においては、γカーブ生成ラダー回路１４２－１に予め設定され
た単一のガンマ特性を、ＲＧＢ各色に対応して切り換え設定される最大輝度基準電圧Ｖma
x(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)のみに基づいて、各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性
に対応させるように規定する。
【０１０９】
　したがって、上述したような回路構成を有するデータドライバ（表示駆動装置）１４０
を適用した表示装置によれば、ＲＧＢ各色のカラー表示データ（輝度階調値）に対するデ
ジタルーアナログ変換処理において適用されるガンマ補正曲線は、上述した第１の実施形
態に示したように、最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電
圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)の双方を切り換え設定する場合に比較して、ＲＧＢ各色の有機
ＥＬ素子の電気光学特性への追従性はやや劣る（すなわち、ＲＧＢ各色に対する本来のガ
ンマ補正曲線に緊密に一致しない）ものの、階調電圧生成部１４２において最小基準電圧
生成回路１４２－４及びＲＧＢ切換スイッチ１４２－５を省略することができるので、表
示装置の回路構成の小型化に寄与することができる。
【０１１０】
　＜第３の実施形態＞
　上述した第１の実施形態においては、データドライバ１４０（階調電圧生成部１４２）
に順次供給されるＲＧＢの各色のカラー表示データ（輝度階調値）に応じて、γカーブ生
成ラダー回路（ガンマ補正回路）１４２－１におけるガンマ補正曲線の特性を切り換えて
、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応させた階調電圧Ｖpix（Ｖpix
(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成した後、デマルチプレクサ１４３によりＲＧＢ各色に
対応するように時分割的に分配し、さらにラッチ回路１４４に一時保持して所定のタイミ
ングで、ＲＧＢの各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に一斉に（
同時に）印加して書き込む場合について説明したが、第３の実施形態においてはデマルチ
プレクサ１４３によりＲＧＢ各色に対応するように時分割的に分配した階調電圧Ｖpix（
Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を、ラッチすることなく、ＲＧＢの各色の表示画素ＰＩ
Ｘ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に順次印加して書き込むように構成されている。
【０１１１】
　図１９は、第３の実施形態に係る表示装置に適用可能な表示パネル及びデータドライバ
の一例を示す概略構成図であり、図２０は、本実施形態に係るデータドライバの要部構成
図である。また、図２１は、本実施形態に係る表示装置の駆動方法の一例を示すタイミン
グチャートである。ここで、上述した第１の実施形態と同等の構成（図１～図４参照）及
び駆動方法（図１１、図１２参照）についてはその説明を簡略化又は省略する。
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【０１１２】
　第３の実施形態に係る表示装置に適用されるデータドライバ１４０は、図１９、図２０
に示すように、上述した第１の実施形態の構成（図２、図４参照）において、γカーブ生
成ラダー回路１４２－１より生成され、デマルチプレクサ１４３により時分割された階調
電圧Ｖpixを一時保持（ラッチ）するラッチ回路１４４を省略した構成を有している。
【０１１３】
　すなわち、本実施形態においては、γカーブ生成ラダー回路１４２－１により例えばＲ
ＧＢの順でデジタル－アナログ変換処理を実行して生成されたシリアルデータからなる階
調電圧Ｖpix（Ｖpix
(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を、デマルチプレクサ１４３によりＲＧＢの各色ごとに分配
し、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）が接続された各列
のデータラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、Ｌdb）にＲＧＢの順に順次印加される。これにより、
ＲＧＢの各色に対応した階調電圧Ｖpix（Ｖpix
(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）が、選択状態に設定された特定の行の表示画素Ｖpix（Ｖpix(
r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）に順次印加されて各画素駆動回路ＤＣのキャパシタＣｓに保持
される書込動作が実行される。
【０１１４】
　本実施形態における表示装置の駆動制御動作は、上述した第１の実施形態に示した駆動
方法（図１１参照）において、選択期間Ｔselに実行される階調電圧設定動作（階調電圧
設定動作期間Ｔsig）及び書込動作（書込動作期間Ｔwrt）が、例えば図２１に示すように
、ＲＧＢの各色のカラー表示データごとに一連の動作として連続的に実行されるとともに
、ＲＧＢの各色で相互に重ならないタイミング（異なるタイミング）で順次実行される。
【０１１５】
　具体的には、例えば図１１に示すように、まず、ｉ行目の表示画素ＰＩＸ（サブ画素Ｐ
Ｘｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に接続された電源電圧ラインＬｖに対して、電源ドライバ１３０
から書込動作レベルである低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を印加するとともに、選択
ドライバ１２０から当該ｉ行目の選択ラインＬｓに選択レベル（ハイレベル）の選択信号
Ｓselを印加して、ｉ行目の表示画素ＰＩＸを選択状態に設定する（選択期間Ｔsel(i)）
。
【０１１６】
　そして、この選択期間Ｔsel(i)においては、例えば図２１に示すように、ＲＧＢＲＧＢ
・・・の順でシリアルデータとしてデータドライバ１４０に供給されるカラー表示データ
を、シフトレジスタ・データレジスタ部１４１を介して順次取り込み、上記選択期間Ｔse
l(i)内の階調電圧設定動作期間Ｔsig(R)において、ＲＧＢ３色のうち赤（Ｒ）色のカラー
表示データが階調電圧生成部１４２に転送されて（Ｒ表示データ取込動作）、同期信号Ｃ
ＬＫの立ち上がりタイミングでγカーブ生成ラダー回路１４２－１に印加される最大輝度
基準電圧Ｖmax(R)及び最小輝度基準電圧Ｖs(R)に基づいて、ガンマ補正曲線の特性が赤色
の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応するように規定され、当該ガンマ補正曲線
を用いてカラー表示データがデジタル－アナログ変換されて、アナログ信号電圧からなる
ガンマ補正された階調電圧Ｖpix(r)がデマルチプレクサ１４３に出力される（Ｒ階調電圧
生成動作）。
【０１１７】
　デマルチプレクサ１４３に入力された赤（Ｒ）色の階調電圧Ｖpix(r)は、階調電圧設定
動作期間Ｔsig(R)終了後の書込動作期間Ｔwrt(R)において、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ
２に基づいて、赤（Ｒ）色のサブ画素ＰＸｒが接続されたデータラインＬdrに出力される
。ここで、赤（Ｒ）色のカラー表示データに応じた階調電圧Ｖpix(r)を生成し、データラ
インＬdrに出力する動作においては、ＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２の信号レベルがとも
にハイレベル（Ｈ、Ｈ）に設定されている。
【０１１８】
　これにより、上述した第１の実施形態（図１４参照）と同様に、選択状態に設定された
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表示画素ＰＩＸのうち、赤（Ｒ）色のサブ画素ＰＸｒ（画素駆動回路ＤＣ）のトランジス
タＴｒ１３のソース端子（接点Ｎ１２）に、階調電圧Ｖpix(r)が印加されて、トランジス
タＴｒ１３のゲート－ソース間（キャパシタＣｓの両端）に、当該階調電圧Ｖpix(r)に応
じた電圧Ｖgsが書き込み設定される（Ｒ書込動作）。
【０１１９】
　次いで、上記赤（Ｒ）色のカラー表示データに応じた階調電圧電Ｖpix(r)を生成して表
示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ）に書き込む一連の動作（階調電圧設定動作期間Ｔsig(R)
及び書込動作期間Ｔwrt(R)）の終了後、階調電圧設定動作期間Ｔsig(G)において、緑（Ｇ
）色のカラー表示データを取り込んで上記と同様に階調電圧Ｖpix(g)を生成する（Ｇ表示
データ取込動作、Ｇ階調電圧生成動作）。
【０１２０】
　このとき、緑（Ｇ）色のカラー表示データがシフトレジスタ・データレジスタ部１４１
を介して転送されるタイミングに同期して、γカーブ生成ラダー回路１４２－１に最大輝
度基準電圧Ｖmax(G)及び最小輝度基準電圧Ｖs(G)を印加することにより、ガンマ補正曲線
の特性が緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応するように規定され、当該ガ
ンマ補正曲線を用いてカラー表示データをデジタル－アナログ変換してガンマ補正された
階調電圧Ｖpix(g)が生成される。
【０１２１】
　γカーブ生成ラダー回路１４２－１により生成された階調電圧Ｖpix(g)は、階調電圧設
定動作期間Ｔsig(G)終了後の書込動作期間Ｔwrt(G)において、デマルチプレクサ１４３に
入力されるＲＧＢ切換制御信号Ｓ１、Ｓ２に基づいて、緑（Ｇ）色のサブ画素ＰＸｇが接
続されたデータラインＬdgに出力される。ここで、緑（Ｇ）色のカラー表示データに応じ
た階調電圧Ｖpix(g)を生成し、データラインＬdgに出力する動作においては、ＲＧＢ切換
制御信号Ｓ１、Ｓ２の信号レベルが各々ハイレベル（Ｈ）、ローレベル（Ｌ）に設定され
ている。これにより、緑（Ｇ）色のサブ画素ＰＸｇに階調電圧Ｖpix(g)に応じた電圧Ｖgs
が書き込み設定される（Ｇ書込動作）。
【０１２２】
　次いで、上記青（Ｂ）色のカラー表示データについても同様に、階調電圧設定動作期間
Ｔsig(B)に青（Ｂ）色のカラー表示データを取り込んで階調電圧Ｖpix(b)を生成し（Ｂ表
示データ取込動作、Ｂ階調電圧生成動作）、書込動作期間Ｔwrt(B)にデータラインＬdbを
介して青（Ｂ）色のサブ画素ＰＸｂに当該階調電圧Ｖpix(b)に応じた電圧Ｖgsを書き込む
（Ｂ書込動作）。
【０１２３】
　このとき、青（Ｂ）色のカラー表示データがシフトレジスタ・データレジスタ部１４１
を介して転送されるタイミングに同期して、γカーブ生成ラダー回路１４２－１に最大輝
度基準電圧Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧Ｖs(B)を印加することにより、ガンマ補正曲線
の特性が青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応するように規定され、当該ガ
ンマ補正曲線を用いてカラー表示データをデジタル－アナログ変換してガンマ補正された
階調電圧Ｖpix(b)が生成される。ここで、青（Ｂ）色のカラー表示データに応じた階調電
圧Ｖpix(b)を生成し、データラインＬdbに出力する動作においては、ＲＧＢ切換制御信号
Ｓ１、Ｓ２の信号レベルはともにローレベル（Ｌ、Ｌ）に設定されている。
【０１２４】
　このように、本実施形態においては、各行（ｉ）の選択期間Ｔsel(i)中に、シリアルデ
ータとして供給される例えばＲＧＢ各色のカラー表示データについて、階調電圧設定動作
及び書込動作を一連の動作として、相互に異なるタイミングで（時間的に重ならないよう
に）Ｒ、Ｇ、Ｂの順に順次実行する。すなわち、カラー表示データの取込動作と略同時に
、当該カラー表示データに対応してガンマ補正された階調電圧Ｖpixが生成され、選択状
態にされた行の各表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に、ＲＧＢＲＧＢ
Ｒ・・・の順で書き込む動作が繰り返し実行される。
【０１２５】
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　そして、表示領域１１０に設定された任意のグループの最終行（ｎ／２行又はｎ行）の
表示画素ＰＩＸについて、カラー表示データに応じた階調電圧設定動作及び書込動作を実
行した後、図１１に示すように、当該グループに含まれる各行の選択ラインＬｓに非選択
レベル（ローレベル）の選択信号Ｓselを印加した状態で、各行の表示画素ＰＩＸ（サブ
画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に接続された電源電圧ラインＬｖに、電源ドライバ１３０
から発光動作レベルである高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce）を印加する。
【０１２６】
　これにより、電源電圧ラインＬｖから各表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）のトラン
ジスタＴｒ１３を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに、カラー表示データ（各色の階調電圧Ｖ
pix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）に応じた電流値を有する発光駆動電流Ｉem（トランジスタ
Ｔｒ１３のドレイン・ソース間電流Ｉds）が流れ、所望の輝度階調で発光動作する。
【０１２７】
　したがって、上述したような回路構成を有するデータドライバ（表示駆動装置）１４０
を適用した表示装置によれば、ＲＧＢ各色のカラー表示データ（輝度階調値）に応じた階
調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）が順次生成され、ＲＧＢ各色の表示画素
ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）が接続された各列のデータラインＬｄ（Ｌdr
、Ｌdg、Ｌdb）に順次印加されるため、選択期間Ｔsel中に設定される各色の書込動作期
間Ｔwrtが比較的短くなる場合があるものの、ラッチ回路１４４を省略することができる
ので、表示装置の回路構成の小型化に寄与することができる。
【０１２８】
　ここで、第１の実施形態においても説明したように、データドライバ（表示駆動装置）
１４０において生成される階調信号（階調電圧Ｖpix）は、電圧信号であるので、書込動
作期間にトランジスタＴｒ１３に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの電流値が微小であ
っても当該電流Ｉdsに応じたゲート・ソース間電圧Ｖgsを速やかに設定することができ、
選択期間Ｔsel内の比較的短い時間に、ＲＧＢ各色のカラー表示データの取り込み、階調
電圧Ｖpixの生成及び書込の各動作を実行することができる。
【０１２９】
　なお、本実施形態においては、上述した第１の実施形態と同様に、γカーブ生成ラダー
回路１４２－１に備えられた単一のガンマ特性（補正特性）を、ＲＧＢ各色に対応して切
り換え設定される最大輝度基準電圧Ｖmax(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)及び最小輝度基準電圧
Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)に基づいて、各色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの電気光学特性に対応
させるように規定する場合について示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、
上述した第２の実施形態に示したように、ガンマ補正曲線の特性を最大輝度基準電圧Ｖma
x(R)、Ｖmax(G)、Ｖmax(B)又は最小輝度基準電圧Ｖs(R)、Ｖs(G)、Ｖs(B)のいずれか一方
のみに基づいて規定するものであってもよい。
【０１３０】
　＜本発明の適用例＞
　次に、上述した表示装置において、表示領域１１０に配列される各表示画素ＰＩＸの特
性変化（例えば画素駆動回路ＤＣを形成するトランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの
経時変化等）の影響を補償して表示画質を良好に保持することができるようにした構成を
備えた場合について説明する。
【０１３１】
　上述した実施形態に示した表示画素ＰＩＸにおいては、画素駆動回路ＤＣに設けられる
駆動トランジスタであるトランジスタＴｒ１３と発光素子である有機ＥＬ素子ＯＬＥＤと
が、電源電圧ラインＬｖに印加される所定の電源電圧Ｖccと基準電圧Ｖss（＝Ｖgnd）と
の間に直列に接続されたソースフォロワ型の回路構成を有し、トランジスタＴｒ１３のゲ
ート・ソース間電圧Ｖgsに基づいて有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流れる発光電流Ｉemの電流値
が規定される。ここで、トランジスタＴｒ１３に適用される薄膜トランジスタは、駆動履
歴に応じてそのしきい値電圧Ｖthが上昇することが知られており、また、有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤにおいても、駆動履歴に応じて導通抵抗が上昇することが知られている。
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【０１３２】
　図２２は、表示画素の書込動作時における駆動トランジスタの動作特性を示す特性図で
あり、図２３は、有機ＥＬ素子の駆動電流と駆動電圧の関係を示す特性図である。図２２
において、実線ＳＰｗは、駆動トランジスタ（トランジスタＴｒ１３）としてｎチャネル
型の薄膜トランジスタを適用し、かつ、図３に示した表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ
）を選択状態に設定してトランジスタＴｒ１１をオン動作させ、駆動トランジスタ（トラ
ンジスタＴｒ１３）をダイオード接続した場合における、ドレイン・ソース間電圧Ｖdsと
ドレイン・ソース間電流Ｉdsの初期状態における関係を示す特性線である。また、破線Ｓ
Ｐw2は、駆動トランジスタの駆動履歴に伴って特性変化（しきい値電圧Ｖthの変化）が生
じたときの特性線の一例を示す。なお、特性線ＳＰｗ上の点ＰＭｗは駆動トランジスタの
動作点を示す。図２３において、実線ＳＰｅは、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの初期状態におけ
るアノード－カソード間に印加される駆動電圧Ｖoledとアノード－カソード間に流れる駆
動電流Ｉoledの関係を示す特性線である。また、一点鎖線ＳＰe2は、駆動履歴に伴って特
性変化（導通抵抗の変化）が生じたときの特性線の一例を示す。
【０１３３】
　図２２に示すように、駆動トランジスタの駆動履歴に伴う特性変化は、初期の特性線（
実線ＳＰｗ）をほぼ平行移動した形（破線ＳＰw2）に変化する。このため、カラー表示デ
ータの輝度階調値に応じた駆動電流（ドレイン・ソース間電流Ｉds）を得るために必要な
書込電圧Ｖdataの値は、しきい値電圧Ｖthの変化量ΔＶth分だけ増加させた電圧値に設定
しなければならない。
　また、図２３に示すように、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの駆動履歴に伴う高抵抗化による特
性変動は、初期の特性線（実線ＳＰｅ）に対して、概ね、ＯＬＥＤ駆動電圧Ｖoledに対す
るＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledの増加率が減少する方向に変化する。すなわち、有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤがカラー表示データ（輝度階調値）に応じた輝度階調で発光するために必要なＯ
ＬＥＤ駆動電流Ｉoledを流すためＯＬＥＤ駆動電圧Ｖoledは、特性線ＳＰe2－特性線ＳＰ
ｅ分だけ増加する。この増加分は、図２３中のΔＶoled maxに示すように、駆動電流Ｉol
edが最大値（最大駆動電流）Ｉoled(max)となる最高階調時において最大となる。
【０１３４】
　ここで、有機ＥＬ素子の素子特性と電圧－電流特性との関係について検証する。
　図２４は、表示画素の発光動作時における駆動トランジスタの動作特性を示す特性図で
あり、図２５は、有機ＥＬ素子の負荷特性を示す特性図である。
　上述したように、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは駆動履歴に伴って高抵抗化し、ＯＬＥＤ駆動
電圧Ｖoledに対するＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledの増加率が減少する方向に変化する。すなわ
ち、図２４に示す有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの負荷線ＳＰｅの傾きが減少する方向に変化する
。図２５はこの有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの負荷線ＳＰｅの駆動履歴に伴う変化を示したもの
であり、負荷線はＳＰｅ→ＳＰe2→ＳＰe3の変化を生じる。これにより結果として、駆動
トランジスタ（トランジスタＴｒ１３）の動作点は、駆動履歴に伴って駆動トランジスタ
の特性線ＳＰｈ上をＰＭｅ→ＰＭe2→ＰＭe3方向に移動する。
【０１３５】
　このとき、駆動トランジスタの動作点が特性線ＳＰｈ上の飽和領域内にある間（ＰＭｅ
→ＰＭe2）は、ＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledは書込動作時の期待値電流の値を維持するが、不
飽和領域に入ってしまうと（ＰＭe3）、ＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledは書込動作時の期待値電
流より減少してしまい、つまり、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流れるＯＬＥＤ駆動電流Ｉoled
の電流値が書込動作時の期待値電流の電流値との差が明らかに異なってしまうため表示特
性が変わってしまう。図２５においてピンチオフ点Ｐｏは不飽和領域と飽和領域の境界に
あり、すなわち発光時の動作点ＰＭｅとピンチオフ点Ｐｏ間の電位差は、有機ＥＬの高抵
抗化に対し発光時のＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledを維持するための補償マージンとなる。言い
換えると、各Ｉoledレベルにおいてピンチオフ点の軌跡ＳＰｏと有機ＥＬ素子の負荷線Ｓ
Ｐｅに挟まれた、駆動トランジスタの特性線ＳＰｈ上電位差が補償マージンとなる。図２
５に示すように、この補償マージンはＯＬＥＤ駆動電流Ｉoledの値の増大に伴って減少し
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、電源電圧ラインＬｖと有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのカソード端子ＴＭｃ間に印加された電圧
Ｖcce－Ｖssの増加に伴い増大する。
【０１３６】
　次いで、トランジスタの素子特性と電圧－電流特性との関係について検証する。
　上述した表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）に適用されるトランジスタＴｒ１３を用
いた電圧階調制御においては、予め設定されたトランジスタのドレイン・ソース間電圧Ｖ
dsとドレイン・ソース間電流Ｉdsの初期特性（特性線ＳＰｗ）により書込電圧Ｖdataを設
定する場合を想定しているが、図２２、図２３に示したように、駆動履歴に応じてしきい
値電圧Ｖthが増大することにより、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに供給される発光駆動電流（Ｏ
ＬＥＤ駆動電流Ｉoled）の電流値が表示データ（書込電圧）に対応しなくなり、適切な輝
度階調で発光動作させることができなくなる。特に、画素駆動回路ＤＣに適用されるトラ
ンジスタとしてアモルファスシリコントランジスタを適用した場合、素子特性の変動が顕
著に生じることが知られている。
【０１３７】
　具体的には、例えばｎチャネル型アモルファスシリコントランジスタにおける電圧－電
流特性（図２２、図２３）に示すドレイン・ソース間電圧Ｖdsとドレイン・ソース間電流
Ｉdsとの関係に相当する）は、当該アモルファスシリコントランジスタの駆動履歴や経時
変化に伴うゲート絶縁膜へのキャリヤトラップによるゲート電界の相殺に起因したしきい
値電圧Ｖthの増大（初期状態：特性線ＳＰｗから高電圧側の特性線ＳＰw2へのシフト）が
生じる。これによりアモルファスシリコントランジスタに印加したドレイン・ソース間電
圧Ｖdsを一定とした場合に、ドレイン・ソース間電流Ｉdsは減少し、発光素子（有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤ）の発光輝度が低下する。
【０１３８】
　このようなトランジスタの素子特性の変動においては、主にしきい値電圧Ｖthが増大し
、アモルファスシリコントランジスタの電圧－電流特性線（Ｖ－Ｉ特性線）は、図２２、
図２３に示したように、初期状態におけるＶ－Ｉ特性線ＳＰｗをほぼ平行移動した形とな
るため、変動後のＶ－Ｉ特性線ＳＰw2は、初期状態におけるＶ－Ｉ特性線ＳＰｗのドレイ
ン・ソース間電圧Ｖdsに対して、しきい値電圧Ｖthの変化量ΔＶthに対応する一定の電圧
（後述するオフセット電圧Ｖofstに相当する）を一義的に加算した場合（すなわち、Ｖ－
Ｉ特性線ＳＰｗをΔＶthだけ平行移動させた場合）の電圧－電流特性に略一致するものと
解釈することができる。
【０１３９】
　これは、換言すると、表示画素（画素回路部ＤＣｘ）へのカラー表示データの書込動作
において、当該表示画素に設けられた駆動トランジスタ（トランジスタＴｒ１３）の素子
特性の変化量（しきい値電圧Ｖthの変化量ΔＶth）に対応する一定の電圧（オフセット電
圧Ｖofst）を加算して補正した書込電圧（後述する補正階調電圧ＶＲpixに相当する）を
、駆動トランジスタのソース端子（接点Ｎ１２）に印加することにより、当該駆動トラン
ジスタのしきい値電圧Ｖthの変動に起因する電圧－電流特性のシフト分を補償して、カラ
ー表示データに応じた電流値を有する発光駆動電流Ｉemを有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流すこ
とができ、所望の輝度階調で発光動作させることができることを意味する。
【０１４０】
　＜第１の適用例＞
　以下に、上述した表示画素における特性変動の影響を補償することができる表示装置の
適用例について説明する。
　＜表示装置・データドライバ＞
　図２６は、本発明に係る表示装置の第１の適用例の表示パネル及びデータドライバを示
す概略構成図であり、図２７は、本適用例に係るデータドライバの要部構成図である。こ
こでは、本適用例に特有の構成を有するデータドライバについて詳しく説明し、上述した
第１の実施形態（図１～図５参照）又は第２の実施形態（図１８参照）と同等の装置構成
についてはその説明を簡略化又は省略する。
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【０１４１】
　本適用例に係る表示装置は、例えば図２６に示すように、上述した第１又は第２の実施
形態に示したデータドライバ（表示駆動装置）１４０において、シフトレジスタ・データ
レジスタ部１４１、階調電圧生成部１４２、デマルチプレクサ１４３、ラッチ回路１４４
に加え、特性変化補償処理部（特性変化補償回路）１４５を備えている。ここで、特性変
化補償処理部１４５は、図２７に示すように、電圧変換部（特性変化検出部）１４５－１
と、電圧加減演算部（補正階調信号生成部）１４５－２と、接続経路切換スイッチ（以下
、「切換スイッチ」と略記する）ＳＷ１１～ＳＷ１３と、を備え、これらの構成が、ＲＧ
Ｂ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）が接続された各列のデータ
ラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbごとに一組ずつ設けられ、本適用例に係る表示装置１００におい
ては、ｍ組設けられている。
【０１４２】
　上述した実施形態に示したように、階調電圧生成部１４２、デマルチプレクサ１４３、
ラッチ回路１４４においては、表示信号生成回路１６０から順次供給され、シフトレジス
タ・データレジスタ部１４１を介して取り込まれたＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画
素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）ごとのカラー表示データに応じた階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)
、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を時分割的に生成し、ＲＧＢの各色に対応して分配し、保持する
。
【０１４３】
　ここで、階調電圧生成部１４２により生成される階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)
、Ｖpix(b)）は、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）に設けられた発光駆
動用のトランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthに変動が生じていない初期状態において
、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤをカラー表示データに応じた輝度階調で発光動作或いは無発光動
作させることができる電圧値に設定されている。すなわち、トランジスタＴｒ１３が上述
したＶ－Ｉ特性線ＳＰｗの状態において、トランジスタＴｒ１３にカラー表示データに応
じた輝度階調の電流が流れるような電源電圧ラインＬｖとデータラインＬｄとの間の電位
差が生じるように、階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）の電圧値が設定さ
れている。
【０１４４】
　特性変化補償処理部１４５は、上述した階調電圧生成部１４２、デマルチプレクサ１４
３、ラッチ回路１４４におけるカラー表示データの取り込み、階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)
、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）の生成、分配、保持の各動作に係る階調電圧設定動作期間Ｔsig
中に並行して、書込動作が実行される各表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸ
ｂ）の特性変化の状態（駆動トランジスタのしきい値電圧の変化量）を検出し、各表示画
素ＰＩＸへの書込動作時に、上記階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を補
正して補正階調電圧ＶＲpix（ＶＲpix(r)、ＶＲpix(g)、ＶＲpix(b)）を生成し、各列の
データラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、Ｌdb）を介して各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ
、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に供給する。
【０１４５】
　電圧変換部１４５－１は、ＲＧＢ各色（各列）のデータラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、Ｌdb
）に所定のプリチャージ電圧Ｖpreを印加して、所定の過渡応答期間（自然緩和期間）Ｔt
rsが経過した後の当該データラインＬｄの電位（参照電圧Ｖref（Ｖref(r)、Ｖref(g)、
Ｖref(b)）を読み取り、各表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）のトランジスタＴｒ１３
の変動後のしきい値電圧Ｖthを推定するための係数ａ（ａは任意の数）と当該参照電圧Ｖ
refとの積である第１の補償電圧成分ａ・Ｖref（ａ・Ｖref(r)、ａ・Ｖref(g)、ａ・Ｖre
f(b)）を生成して、後述する電圧加減演算部１４５－２に出力する。
【０１４６】
　ここで、画素駆動回路ＤＣが図３に示したような回路構成を有する場合においては、書
込動作時にデータラインＬｄに流れる電流を、データラインＬｄからデータドライバ１４
０方向に引き込むように設定されるので、上記第１の補償電圧成分ａ・Ｖrefも電源電圧
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ラインＬｖから、トランジスタＴｒ１３のドレイン－ソース間、トランジスタＴｒ１２の
ドレイン－ソース間、データラインＬｄを介して電流が流れるような電圧（ａ・Ｖref＜
Ｖccw－Ｖth１－Ｖth２；Ｖth１、Ｖth２は、それぞれトランジスタＴｒ１３、トランジ
スタＴｒ１２のしきい値電圧に相当する）になるように設定される。
【０１４７】
　電圧加減演算部（演算回路部）１４５－２は、階調電圧生成部１４２において生成され
たＲＧＢ各色の階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）と、電圧変換部１４５
－１において生成されたＲＧＢ各色の第１の補償電圧成分ａ・Ｖref（ａ・Ｖref(r)、ａ
・Ｖref(g)、ａ・Ｖref(b)）と、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの変動特性等
に基づいて予め設定された第２の補償電圧成分Ｖofstとをアナログ的に加減算して、その
演算結果となる電圧成分を、ＲＧＢ各色の補正階調電圧（補正階調信号）ＶＲpix（ＶＲp
ix(r)、ＶＲpix(g)、ＶＲpix(b)）として各列のデータラインＬｄに出力する。具体的に
は、電圧加減演算部１４５－２は、後述する書込動作において、下記（１１）式を満たす
ように補正階調電圧ＶＲpixを設定する。
　　ＶＲpix＝ａ・Ｖref－Ｖpix＋Ｖofst・・・（１１）
【０１４８】
　切換スイッチＳＷ１１～ＳＷ１３は、いずれもシステムコントローラ１５０から供給さ
れるデータ制御信号に基づいて、所定のタイミングでオン動作又はオフ動作する。切換ス
イッチＳＷ１１は、データラインＬｄと電圧加減演算部１４５－２との間に接続され、電
圧加減演算部１４５－２からデータラインＬｄへの上記補正階調電圧ＶＲpixの印加タイ
ミングを制御する。また、切換スイッチＳＷ１２は、データラインＬｄと電圧変換部１４
５－１との間に接続され、電圧変換部１４５－１によるデータラインＬｄの電位（参照電
圧Ｖref）の読取りタイミングを制御する。また、切換スイッチＳＷ１３は、データライ
ンＬｄとプリチャージ電圧Ｖpreの印加端子（プリチャージ電圧源）との間に接続され、
データラインＬｄへのプリチャージ電圧Ｖpreの印加タイミングを制御する。ここで、切
換スイッチＳＷ１１～ＳＷ１３は、互いに抵抗及び容量が等しいことが好ましい。
【０１４９】
　この適用例において、システムコントローラ１５０は、第１の実施形態に示した機能に
加え、データドライバ１４０にデータ制御信号を供給することにより、ＲＧＢ各色の表示
画素ＰＩＸの特性変化（トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧の変化量ΔＶth）に応じた
補正階調電圧ＶＲpixを生成する、各表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）に対する一連
の駆動制御動作（プリチャージ動作及び過渡応答期間経過後の参照電圧読取動作を有する
特性変化検出動作）を実行させて、映像信号に基づく画像情報を表示領域１１０に表示さ
せる制御を行う。
【０１５０】
　＜表示装置の駆動方法＞
　次に、本適用例に係る表示装置の駆動方法について説明する。
　図２８は、本適用例に係る表示装置の駆動方法の一例を示すタイミングチャートであり
、図２９は、本適用例に係る表示装置の駆動方法における選択期間中の各動作の一具体例
を示すタイミングチャートである。ここでは、第１の実施形態に示した駆動方法（図１１
）を適宜参照しながら説明する。
【０１５１】
　本実施形態に係る表示装置１００の駆動制御動作は、例えば上述した第１の実施形態に
示した駆動方法（図１１参照）において、例えば図２８、図２９に示すように、ｉ行目の
表示画素ＰＩＸの選択期間Ｔselに実行される階調電圧設定動作（表示データ取込動作及
び階調電圧生成動作が実行される階調電圧設定動作期間Ｔsig）に並行して、上記ｉ行目
の表示画素ＰＩＸに対して、各列のデータラインＬｄを介して所定のプリチャージ電圧Ｖ
preを印加するプリチャージ動作（プリチャージ期間Ｔpre）と、所定の過渡応答期間Ｔtr
s経過後に各表示画素ＰＩＸの特性変化（トランジスタＴｒ１３の素子特性）に応じた参
照電圧Ｖrefを読み取る参照電圧読取動作と、からなる一連の特性変化検出動作（図中、
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「Ｖth検出動作」と表記；特性変化検出動作期間Ｔdet≧Ｔpre＋Ｔtrs）を実行する。
【０１５２】
　（特性変化検出動作）
　図３０は、本適用例に係る表示装置におけるプリチャージ動作を示す概念図であり、図
３１は、本適用例に係る表示装置における参照電圧読取動作を示す概念図である。
　プリチャージ動作（プリチャージ期間Ｔpre）においては、図２９、図３０に示すよう
に、ｉ行目の選択ラインＬｓに選択レベル（ハイレベル）の選択信号Ｓselを印加して、
ｉ行目の表示画素ＰＩＸを選択状態に設定し、かつ、当該ｉ行目の電源電圧ラインＬｖ（
ｉ行目が含まれるグループの全表示画素ＰＩＸに共通に接続された電源電圧ラインＬｖ）
に書込動作レベルの電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw）を印加した状態で、データドライバ１４０
の特性変化補償処理部１４５において、切換スイッチＳＷ１１をオフ動作、切換スイッチ
ＳＷ１２、ＳＷ１３をオン動作させることにより、各データラインＬｄに所定のプリチャ
ージ電圧Ｖpreを印加して、ｉ行目の各表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣのトランジス
タ（駆動トランジスタ）Ｔｒ１３にそれぞれプリチャージ電圧Ｖpreに応じたドレイン・
ソース間電流Ｉdsを流し、各トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間に上記ドレイン・
ソース間電流Ｉdsに応じた電圧成分を保持させる（キャパシタＣｓにプリチャージ電圧Ｖ
preに応じた電荷を蓄積させる）。
【０１５３】
　ここで、表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣに設けられたトランジスタＴｒ１３の素子
特性の変動後のしきい値電圧Ｖthの最大値は、トランジスタＴｒ１３の初期時のしきい値
電圧Ｖth0と、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの変化量ΔＶthの最大となる電
圧ΔＶth_maxとの和となる。また、当該データラインＬｄに接続された表示画素ＰＩＸの
画素駆動回路ＤＣに設けられたトランジスタＴｒ１２において、ドレイン・ソース間電圧
Ｖdsの最大値は、初期時のドレイン・ソース間電圧Ｖds12と、トランジスタＴｒ１２の高
抵抗化によるドレイン・ソース間電圧Ｖds12の変動値ΔＶds12の最大値ΔＶds12_maxとな
る。
【０１５４】
　そして、電源電圧ラインＬｖからデータラインＬｄまでの配線抵抗による電圧降下分を
Ｖvdとすると、プリチャージ電圧Ｖpreの印加によって、電源電圧ラインＬｖ及びデータ
ラインＬｄ間に印加される電圧と、トランジスタＴｒ１３のドレイン－ソース間及びトラ
ンジスタＴｒ１２のドレイン－ソース間に印加される電圧との関係は、下記の（１２）式
を満たすように設定されている。
　　Ｖccw－Ｖpre≧Ｖth0＋ΔＶth_max＋Ｖds12＋ΔＶds12_max＋Ｖvd・・・（１２）
【０１５５】
　ここで、図２９に示すように、選択ラインＬｓに出力される選択信号Ｓselは、特性変
化検出動作期間Ｔdetにおいて正電圧のハイレベルとなるが、特性変化検出動作期間Ｔdet
以外の間、ローレベルを負電位とすると、動作期間中にトランジスタＴｒ１２のゲート電
極に印加される電圧は著しく正電圧に偏るわけではないので、ΔＶds12_maxはΔＶth_max
と比べて無視できるほど小さくすることができる。このような条件においては（１２）式
は以下のように置き換えることができる。
　　Ｖccw－Ｖpre≧Ｖth0＋ΔＶth_max＋Ｖds12＋Ｖvd・・・（１３）
【０１５６】
　これにより、トランジスタＴｒ１２及びトランジスタＴｒ１３には、電位差（Ｖccw－
Ｖpre）が印加され、トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間（キャパシタＣｓの両端
）に、プリチャージ電圧Ｖpreにしたがった電圧成分が印加される。このとき、トランジ
スタＴｒ１３のゲート－ソース間に印加される電圧成分は、トランジスタＴｒ１３の変動
後のしきい値電圧以上の大きな電位差を有しているので、当該トランジスタＴｒ１３がオ
ン動作して、この電圧成分に応じたプリチャージ電流Ｉpreが、トランジスタＴｒ１３の
ドレイン－ソース間に流れる。したがって、速やかにキャパシタＣｓの両端に当該プリチ
ャージ電流Ｉpreに基づく電位差に対応する電荷が蓄積される（すなわち、キャパシタＣ
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ｓにプリチャージ電圧Ｖpreに応じた電圧成分が充電される）。
【０１５７】
　また、図３０に示すような回路構成を有する画素駆動回路ＤＣにおいては、上述した実
施形態に示した書込動作時と同様に、データラインＬｄからデータドライバ１４０方向に
プリチャージ電流Ｉpreを引き込むことができるように、上記プリチャージ電圧Ｖpreは、
電源ドライバ１３０から表示画素ＰＩＸに印加されている書込動作レベル（ローレベル）
の電源電圧Ｖccwに対して、負電位となるように設定されている（Ｖpre＜Ｖccw≦０）。
【０１５８】
　なお、このプリチャージ動作において、データラインＬｄを介してトランジスタＴｒ１
３のソース端子に印加される信号が電流信号の場合、データラインＬｄに寄生する配線容
量や配線抵抗、各表示画素ＰＩＸの画素駆動回路ＤＣに設けられた容量成分に起因して電
位変化に遅延が生じる恐れがあるが、プリチャージ電圧Ｖpreは電圧信号であるので、プ
リチャージ期間Ｔpreの初期において速やかにチャージでき、急速にプリチャージ電圧Ｖp
reに近似した後、プリチャージ期間Ｔpreの残りの時間内に徐々にプリチャージ電圧Ｖpre
に収束するように変化する。
【０１５９】
　また、このプリチャージ期間Ｔpreにおいては、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード端子
側の接点Ｎ１２に印加されるプリチャージ電圧Ｖpreの電圧値が、カソード端子ＴＭｃに
印加される基準電圧Ｖssよりも低くなるように設定されており、かつ、書込動作レベルの
電源電圧Ｖccwが基準電圧Ｖss以下に設定されているので、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが順バ
イアスが印加されないため、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤには電流が流れず発光動作しない。
【０１６０】
　次いで、図２９に示すように、プリチャージ動作直後に切換スイッチＳＷ１３をオフ動
作させることにより、選択状態に設定されているｉ行目の表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路
ＤＣ）へのプリチャージ電圧Ｖpreの印加を停止し、所定の過渡応答期間Ｔtrsの経過後に
各データラインＬｄの電位を読み取ることにより、上記トランジスタＴｒ１３のゲート－
ソース間に保持されている（キャパシタＣｓに残留している）電圧成分に対応する参照電
圧Ｖrefを取得する。
【０１６１】
　ここで、データラインＬｄへのプリチャージ電圧Ｖpreの印加を停止した場合であって
も、画素駆動回路ＤＣのトランジスタＴｒ１１、Ｔｒ１２はオン状態が保持されているの
で、キャパシタＣｓの他端側（接点Ｎ１２）はハイインピーダンス状態に設定され、一方
、トランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間（キャパシタＣｓの両端）には、上述したプ
リチャージ動作により当該トランジスタＴｒ１３の変動後のしきい値電圧（Ｖth0＋ΔＶt
h_max）以上の電位差が保持されているので、トランジスタＴｒ１３はオン状態を継続し
て、電源電圧ラインＬｖからトランジスタＴｒ１３を介して過渡電流Ｉrefが流れるとと
もに、トランジスタＴｒ１３のソース端子側（接点Ｎ１２；キャパシタＣｓの他端側）の
電位がドレイン端子側（電源電圧ラインＬｖ側）の電位に近づくように徐々に上昇してい
く。これに伴って、トランジスタＴｒ１２を介して電気的に接続されているデータライン
Ｌｄの電位も徐々に上昇する。
【０１６２】
　この過渡応答期間Ｔtrsにおいては、キャパシタＣｓに蓄積された電荷の一部が放電さ
れて、トランジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧Ｖgsが低下することになるので、図
２９に示すように、データラインＬｄの電位は、上記プリチャージ動作により印加された
プリチャージ電圧Ｖpreから、当該トランジスタＴｒ１３の変動後のしきい値電圧（Ｖth0
＋ΔＶth）に収束する方向に変化し、仮に過渡応答期間Ｔtrsを充分長く時間に設定した
場合には、電位差Ｖccw－Ｖ（ｔ）が、Ｖth0＋ΔＶthに収束するように変化する。ここで
、Ｖ（ｔ）は、時間ｔにより変位するデータラインＬｄでの電位であって、プリチャージ
期間Ｔpreの終了タイミング（又は、過渡応答期間Ｔtrsの開始タイミング）ｔ０では、プ
リチャージ電圧Ｖpreになっている。この過渡応答期間Ｔtrsを充分長い時間に設定すると
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、選択期間Ｔselが長くなり、表示特性、特に動画表示特性が著しく低下してしまう。
【０１６３】
　そこで、本適用例においては、上記過渡応答期間Ｔtrsとして、トランジスタＴｒ１３
のゲート・ソース間電圧Ｖgs（トランジスタＴｒ１３のソース端子側の電位）が、変動後
のしきい値電圧（Ｖth0＋ΔＶth）に収束する時間よりも短く、かつ、所定の選択期間Ｔs
el内で上述したプリチャージ期間Ｔpre及び後述する書込動作期間Ｔwrtとして十分な時間
を確保することができる任意の時間に設定する。すなわち、過渡応答期間Ｔtrsの終了タ
イミング（図中、「参照電圧読取タイミングｔ１」と表記）は、トランジスタＴｒ１３の
ゲート・ソース間電圧Ｖgs（トランジスタＴｒ１３のソース端子側の電位）が変化途上に
ある特定の時間に設定される。
【０１６４】
　なお、この過渡応答期間Ｔtrsにおいても、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード端子側の
接点Ｎ１２に印加される電圧値が、カソード端子ＴＭｃに印加される基準電圧Ｖssよりも
低くなるように設定されているので、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは依然として順バイアス状態
ではないので、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは発光動作しない。
【０１６５】
　そして、上記過渡応答期間Ｔtrs経過後の参照電圧読取動作においては、図２９、図３
１に示すように、過渡応答期間Ｔtrsの終了タイミングである参照電圧読取タイミングｔ
１において、切換スイッチＳＷ１２を介してデータラインＬｄに接続された電圧変換部１
４５－１により、当該データラインＬｄの電位（参照電圧Ｖref）を読み取る。
【０１６６】
　ここで、上述したように、データラインＬｄは、オン状態に設定されたトランジスタＴ
ｒ１２を介して、トランジスタＴｒ１３のソース端子（接点Ｎ１２）側に接続された状態
にあり、電圧変換部１４３により読み取られたデータラインＬｄの電位（参照電圧Ｖref
）は、後述するように、時間ｔの関数であるとともに、トランジスタＴｒ１３のゲート・
ソース間電圧Ｖgsに対応する電圧に依存する。
【０１６７】
　ところで、詳しくは後述するが、プリチャージ動作後（過渡応答期間Ｔtrs）のトラン
ジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧Ｖgsの挙動は、トランジスタＴｒ１３のしきい値
電圧Ｖth、又は、変動後のしきい値電圧（Ｖth0＋ΔＶth）に応じて異なるので、トラン
ジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧Ｖgsの変化に基づいて、当該トランジスタＴｒ１
３のしきい値電圧Ｖth、又は、変動後のしきい値電圧（Ｖth0＋ΔＶth）を略一義的に決
定することができる。ここで、トランジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧Ｖgsは、し
きい値電圧Ｖthの変動が進行するほど（すなわち、変化量ΔＶthが大きくなるほど）、そ
の変化の傾きが小さくなる。
【０１６８】
　これは、換言すると、一定の過渡応答期間Ｔtrs経過後のタイミング（参照電圧読取タ
イミングｔ１）で、トランジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧Ｖgs（t1）に対応する
電圧である参照電圧Ｖref（t1）を読み取った場合、しきい値電圧Ｖthの変動が進行して
いる（変化量ΔＶthが大きい）トランジスタＴｒ１３ほど、一定の過渡応答期間Ｔtrs経
過後のタイミングｔ１で読み取った参照電圧Ｖref（t1）の電位はより低くなることを意
味し、このことから、過渡応答期間Ｔtrs経過後のタイミングｔ１で読み取った参照電圧
Ｖref（t1）に基づいて、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖth、又は、変動後のし
きい値電圧（Ｖth0＋ΔＶth）を決定又は推測することができることを意味する。
【０１６９】
　また、電圧変換部１４５－１により読み取られる参照電圧Ｖrefは、下記の（１４）式
のように表すことができる。
　　Ｖccw－Ｖref（ｔ）＝Ｖgs＋Ｖrttl・・・（１４）
　ここで、Ｖgsは、過渡応答期間Ｔtrs経過後の参照電圧読取タイミングにおけるトラン
ジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧（＝トランジスタＴｒ１３のドレイン・ソース間
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電圧）であり、ＶrttlはトランジスタＴｒ１２のソース・ドレイン抵抗による電圧降下Ｖ
ds12及び配線抵抗Ｖvdの和である。
【０１７０】
　つまり、過渡応答期間Ｔtrsの開始タイミングｔ０から過渡応答期間Ｔtrsの終了タイミ
ングｔ１までの間のデータラインＬｄでの電位の変調（Ｖref（t1）－Ｖref（t0））は、
過渡応答期間Ｔtrsの開始タイミングｔ０から過渡応答期間Ｔtrsの終了タイミングｔ１ま
での間のトランジスタＴｒ１３のゲート・ソース間電圧の変調｛Ｖgs（t1）－Ｖgs（t0）
｝に依存する。また、後述するように、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthは、こ
の変化量によって一義的に定義することができる。
　このようにして読み取られた参照電圧Ｖrefは、電圧変換部１４５－１において、例え
ばバッファを介して電圧レベルを保持した後、反転増幅して電圧レベルを変換し、第１の
補償電圧成分ａ・Ｖrefとして電圧加減演算部１４５－２に出力される。
【０１７１】
　（書込動作）
　図３２は、本適用例に係る表示装置における書込動作を示す概念図である。
　上述したように、選択状態に設定された行の各表示画素ＰＩＸについて、画素駆動回路
ＤＣに設けられた発光駆動用のトランジスタＴｒ１３の変動後のしきい値電圧（Ｖth0＋
ΔＶth）に対応する参照電圧Ｖrefを読み取った後、引き続き表示データの書込動作を実
行する。
【０１７２】
　上述した特性変化検出動作（特性変化検出動作期間Ｔdet）終了後の書込動作期間Ｔwrt
においては、図２９、図３２に示すように、まず、切換スイッチＳＷ１１をオン動作させ
、切換スイッチＳＷ１２、ＳＷ１３をオフ動作させることにより、データラインＬｄと電
圧加減演算部１４５－２を電気的に接続するとともに、電源電圧ラインＬｖに書込動作レ
ベルの電源電圧Ｖccwが引き続き印加される。この状態で、各表示画素ＰＩＸごとのカラ
ー表示データに応じて生成される階調電圧Ｖpixを、参照電圧読取動作により読み取られ
た参照電圧Ｖrefに基づいて設定された補償電圧にしたがって補正して、表示画素ＰＩＸ
の変動後の動作特性（トランジスタＴｒ１３の変動後の素子特性；しきい値電圧Ｖth）に
対応した補正階調電圧ＶＲpixを生成し（補正階調電圧生成動作）、各列のデータライン
Ｌｄを介して選択状態に設定されているｉ行目の各表示画素ＰＩＸに印加して補正階調電
圧ＶＲpixに応じた電圧成分を保持させる（書込動作）。
【０１７３】
　補正階調電圧生成動作においては、カラー表示データに含まれる輝度階調値に基づいて
階調電圧生成部１４２により生成され、デマルチプレクサ１４３を介してラッチ回路１４
４に並列的に保持されたＲＧＢ各色の階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）
が電圧加減演算部１４５－２に出力され、上述した特性変化検出動作（参照電圧読取動作
）において電圧変換部１４５－１により取得された参照電圧Ｖref（Ｖref(r)、Ｖref(g)
、Ｖref(b)）に基づいて、階調電圧ＶpixをトランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの
変動に応じた電圧値を有するように補正する。
【０１７４】
　具体的には、電圧加減演算部１４５－２において、上記ラッチ回路１４４から出力され
る階調電圧Ｖpixと、電圧変換部１４５－１から出力される第１の補償電圧成分ａ・Ｖref
と、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの変動特性（しきい値電圧Ｖthと参照電圧
Ｖrefとの関係）等に基づいて求められる第２の補償電圧成分Ｖofstとを、上記（１１）
式を満たすように加減算して補正階調電圧ＶＲpixを生成する。ここで、係数ａは正の値
（ａ＞０）であり、第２の補償電圧成分Ｖofstは、トランジスタＴｒ１３の設計に依存し
た正の値（Ｖofst＞０）である。
【０１７５】
　また、階調電圧Ｖpixは、カラー表示データの階調が高くなるほど電位が高くなる正電
圧（Ｖpix＞０）であり、補正階調電圧ＶＲpixは、電源ドライバ１３０から電源電圧ライ
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ンＬｖに印加される書込動作レベルの低電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖccw≦基準電圧Ｖss）
を基準として、相対的に負電位の電圧振幅を有するように設定され、階調が高くなるにし
たがって負電位側により低く（電圧振幅の絶対値は大きく）なる。
【０１７６】
　これにより、書込動作において、図３２に示すように、切換スイッチＳＷ１１及びデー
タラインＬｄを介して、選択状態に設定された表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）のト
ランジスタＴｒ１３のソース端子（接点Ｎ１２）に、当該トランジスタＴｒ１３のしきい
値電圧Ｖthの変化量ΔＶthに応じた補償電圧成分（ａ・Ｖref＋Ｖofst）に基づいて階調
電圧Ｖpixを補正した補正階調電圧ＶＲpixが印加されるので、トランジスタＴｒ１３のゲ
ート－ソース間（キャパシタＣｓの両端）に、当該補正階調電圧ＶＲpixに応じた電圧Ｖg
sが書き込み設定される。このような書込動作においては、トランジスタＴｒ１３のゲー
ト端子及びソース端子に対して、カラー表示データに応じた電流を流して電圧成分を設定
するのではなく、直接所定の電圧を印加しているので、各端子や接点の電位を速やかに所
望の状態に設定することができる。
【０１７７】
　このような書込動作は、表示領域１１０に配列されたＲＧＢの各色の表示画素ＰＩＸ（
サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に対して、データドライバ１４０から各列のデータラ
インＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、Ｌdb）を介して、ＲＧＢの各色のカラー表示データに対応した各
補正階調電圧ＶＲpix（ＶＲpix(r)、ＶＲpix(g)、ＶＲpix(b)）が同時に印加されて並列
的に実行される。
【０１７８】
　この書込動作期間Ｔwrtにおいても、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード端子側の接点Ｎ
１２に印加される補正階調電圧ＶＲpixの電圧値が、カソード端子ＴＭｃに印加される基
準電圧Ｖssよりも低くなるように設定されている（つまり、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが逆バ
イアス状態に設定されている）ので、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤには電流が流れず発光動作し
ない。
【０１７９】
　なお、上述した補正階調電圧生成動作においては、上述した特性変化検出動作に並行し
て実行される階調電圧設定動作（表示データ取込動作及び階調電圧生成動作）において、
階調電圧生成部１４２により取得されるカラー表示データに含まれる輝度階調値が“０”
の場合には、階調電圧生成部１４２から無発光動作（又は黒表示動作）を行うための階調
電圧Ｖzeroを出力し、電圧加減演算部１４５－２において参照電圧Ｖrefに基づく補正処
理（つまり、トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖthの変動に対する補償処理）を行う
ことなく、切換スイッチＳＷ１１を介して、そのままデータラインＬｄに印加する。
【０１８０】
　ここで、データラインＬｄに印加される無発光動作のための階調電圧Ｖzeroは、ダイオ
ード接続されたトランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間に印加される電圧Ｖgs（≒Ｖcc
w－Ｖzero）が当該トランジスタＴｒ１３のしきい値電圧Ｖth又は変動後のしきい値電圧
（Ｖth0＋ΔＶth）よりも低くなる関係（Ｖgs＜Ｖth）を有する電圧値（－Ｖzero＜Ｖth
－Ｖccw）に設定されている。ここで、階調電圧Ｖzeroは、トランジスタＴｒ１２、Ｔｒ
１３のしきい値電圧の変動を抑制するため、Ｖzero＝Ｖccwであることが好ましい。
【０１８１】
　（保持動作）
　図３３は、本適用例に係る表示装置における保持動作を示す概念図である。
　次いで、上述したような階調電圧設定動作に並行して実行される特性変化検出動作、及
び、書込動作終了後の保持動作（保持動作期間Ｔhld）においては、図１１に示したよう
に、ｉ行目の選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択信号Ｓselを印加する
ことにより、図３３に示すように、トランジスタＴｒ１１及びＴｒ１２をオフ動作させて
、トランジスタＴｒ１３のダイオード接続状態を解除するとともに、トランジスタＴｒ１
３のソース端子（接点Ｎ１２）とデータラインＬｄとの電気的な接続を遮断して、トラン
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ジスタＴｒ１３のゲート－ソース間（キャパシタＣｓの両端）に補正階調電圧ＶＲpix（
ＶＲpix(r)、ＶＲpix(g)、ＶＲpix(b)）に応じた電圧成分を充電（保持）する。
【０１８２】
　なお、本適用例においても上述した実施形態と同様に、図１１に示すように、ｉ行目の
表示画素ＰＩＸに対して上述したような階調電圧設定動作（特性変化検出動作）及び書込
動作が終了した後の保持動作期間Ｔhldにおいて、選択ドライバ１２０から（ｉ＋１）行
目の選択ラインＬｓに対して選択レベル（ハイレベル）の選択信号Ｓselが印加されるこ
とにより、（ｉ＋１）行目の表示画素ＰＩＸを選択状態に設定して、上記と同様の階調電
圧設定動作（特性変化検出動作）及び書込動作からなる一連の処理動作が実行される。
【０１８３】
　また、図３３に示した保持動作の概念図においては、データドライバ１４０に設けられ
た切換スイッチＳＷ１１～ＳＷ１３がいずれもオフ状態に設定されているように図示した
が、上述したように、ｉ行目の表示画素ＰＩＸの保持動作期間Ｔhldにおいては、（ｉ＋
１）行目以降の表示画素ＰＩＸに対して、特性変化検出動作（プリチャージ動作、過渡応
答及び参照電圧読取動作）及び書込動作が並行して実行されることになるので、図２９に
示したように、各行の表示画素ＰＩＸの選択期間Ｔselごとに、所定のタイミングで切換
スイッチＳＷ１１～ＳＷ１３の各々が個別に切換制御される。
【０１８４】
　（発光動作）
　図３４は、本適用例に係る表示装置における発光動作を示す概念図である。
　次いで、任意のグループに含まれる全ての行の表示画素ＰＩＸに対して、上述した階調
電圧設定動作及び同時並行して実行される特性変化検出動作、書込動作及び保持動作が終
了した後の発光動作（発光動作期間Ｔem）においては、図１１に示したように、当該グル
ープの各行の選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択信号Ｓselを印加した
状態で、各行の表示画素ＰＩＸに接続された電源電圧ラインＬｖに発光動作レベルである
基準電圧Ｖss（例えば接地電位）より高電位の電源電圧Ｖcc（＝Ｖcce＞Ｖss）を印加す
る。
【０１８５】
　これにより、各表示画素ＰＩＸ（画素駆動回路ＤＣ）のトランジスタＴｒ１３が飽和領
域で動作し、また、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード側（接点Ｎ１２）には上記書込動作
によりトランジスタＴｒ１３のゲート－ソース間に書込設定された電圧成分（Ｖccw－Ｖ
Ｒpix）に応じた正の電圧が印加され、一方、カソード端子ＴＭｃには基準電圧Ｖssが印
加されることにより、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは順バイアス状態に設定されるので、図３４
に示すように、電源電圧ラインＬｖからトランジスタＴｒ１３を介して有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤに、カラー表示データにしたがった階調を有し、かつ、トランジスタＴｒ１３の変動
後のしきい値電圧Ｖth（＝Ｖth0＋ΔＶth）に合わせて補正した補正階調電圧ＶＲpixに応
じた電流値を有する発光駆動電流Ｉem（トランジスタＴｒ１３のドレイン・ソース間電流
Ｉds）が流れ、所望の輝度階調で発光動作する。
【０１８６】
　このように、本適用例に係る表示装置及びその駆動方法によれば、上述した実施形態に
示した単一（共通）のガンマ補正曲線を備えたデジタル－アナログ変換回路（階調電圧生
成部）を具備するデータドライバにおいて、例えばＲＧＢの３色のカラー表示データが供
給されるタイミングに対応して、上記デジタル－アナログ変換回路に印加する階調基準電
圧を順次切り換え設定し、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子の電気光学特性に応じたガンマ補正
曲線を用いて時分割的にデジタル－アナログ変換処理を行ってＲＧＢ各色のカラー表示デ
ータ（輝度階調値）に対応した階調電圧を生成する階調電圧設定動作（表示データ取込動
作及び階調電圧生成動作）を実行するとともに、当該階調電圧設定動作期間に並行して、
当該カラー表示データが書き込まれる各表示画素の経時的な特性変化（駆動トランジスタ
のしきい値電圧変動）を検出する特性変化検出動作を実行し、当該特性変化を補償するよ
うに上記階調電圧を補正して各表示画素に書き込むことができるので、選択期間における
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階調電圧設定動作及び書込動作のマージンを十分確保しつつ、表示画素ごとの発光特性の
バラツキを抑制してカラー表示データに応じた適切な輝度階調で発光動作させて、表示画
質を改善することができる。
【０１８７】
　これは、換言すれば、本適用例に示したように、カラー表示データを各表示画素に書き
込む動作に先立って、カラー表示データの書込対象となっている表示画素の特性変化（例
えば駆動トランジスタのしきい値変動等）を補償する動作を実行する駆動方法を有する表
示装置において、当該特性変化の検出動作期間中に、本発明に係る単一のガンマ特性を備
えたデジタル－アナログ変換回路により、各色のカラー表示データに応じて階調基準電圧
を切り換えることにより特性が規定されるガンマ補正曲線を用いて当該カラー表示データ
を時分割的にデジタル－アナログ変換（ガンマ補正処理）して階調電圧を生成する階調電
圧生成動作を並行して実行することができることを意味し、特性変化補償機能を備えた表
示装置において、駆動方法の動作タイミングを変更することなく、データドライバ（階調
電圧生成部）の回路構成を小型化することができる。
【０１８８】
　また、本適用例に示した特性変化補償機構においては、データドライバ１４０から各表
示画素に出力される階調信号（補正階調電圧）は電圧信号であるので、例えば書込動作期
間に駆動トランジスタ（トランジスタＴｒ１３）に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの
電流値を直接設定する電流ドライバとは異なるので、書込動作期間にトランジスタＴｒ１
３に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsの電流値が微小であっても速やかにトランジスタ
Ｔｒ１３に流れるドレイン・ソース間電流Ｉdsに応じたゲート・ソース間電圧Ｖgsを設定
することができる。そのため、比較的短く設定された選択期間内に、プリチャージ電圧Ｖ
preの印加、所定の過渡応答期間Ｔtrs経過後の参照電圧Ｖrefの読み取り、補正階調電圧
ＶＲpixの生成に加えて、補正階調電圧ＶＲpixのトランジスタＴｒ１３のゲート－ソース
間及びキャパシタＣｘに書き込む書込動作を良好に実現することができる。
【０１８９】
　なお、上述した特性変化補償機能に係る回路構成及びその制御動作については、本発明
に適用可能な一例を示したにすぎず、この手法に何ら限定されるものではない。すなわち
、上述した実施形態に示したように、カラー表示データの表示画素への書込動作に先立っ
て実行される階調電圧設定動作期間中に、当該階調電圧設定動作とは独立して、表示画素
の特性変化（例えば駆動トランジスタのしきい値電圧変動等）を検出するものであれば、
他の回路構成や制御動作を実行するものであってもよい。
【０１９０】
　＜駆動方法の具体例＞
　次に、本適用例において、図１に示したような表示領域１１０を備えた表示装置１００
に特有の駆動方法について具体的に説明する。
　図３５は、本適用例に係る表示装置における駆動方法の具体例を模式的に示した動作タ
イミング図である。なお、上述した実施形態（図１７参照）と同等の駆動方法については
説明を簡略化又は省略する。ここでも、上述した実施形態と同様に、説明の都合上、便宜
的に表示領域に１２行（ｎ＝１２；第１行～第１２行）の表示画素が配列され、１～６行
目（図１に示した上方領域に対応する）及び７～１２行目（図１に示した下方領域に対応
する）の表示画素を各々一組として２組にグループ分けされている場合について説明する
。
【０１９１】
　本適用例に係る表示装置１００における駆動制御方法は、例えば図３５に示すように、
上述した実施形態（図１７参照）に示した駆動方法において、表示領域１１０の各行の表
示画素ＰＩＸにおける階調電圧設定動作期間Ｔsig内に、上記特性変化検出動作（プリチ
ャージ動作動作、過渡応答及び参照電圧読取動作）を同時並列的に実行し、階調電圧設定
動作及び特性変化検出動作が終了した行の表示画素ＰＩＸに引き続き書込動作（補正階調
電圧生成動作を含む）を実行する。
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【０１９２】
　このような一連の動作を各行ごとに順次繰り返し、予めグループ分けした１～６行目又
は７～１２行目の全ての表示画素ＰＩＸ（有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ）に対して、書込動作が
終了したタイミングで、当該グループに含まれる全表示画素ＰＩＸをカラー表示データに
応じた輝度階調で一斉に発光動作させる処理を各グループごとに順次繰り返すことにより
、表示領域１１０一画面分の画像情報が表示される。
【０１９３】
　＜第２の適用例＞
　図３６は、本発明に係る表示装置の第２の適用例の表示パネル及びデータドライバを示
す概略構成図であり、図３７は、本適用例に係るデータドライバの要部構成図である。こ
こで、上述した第１の適用例及び第３の実施形態（図１９、図２０参照）と同等の装置構
成についてはその説明を簡略化又は省略する。また、図３８は、本適用例に係る表示装置
の駆動方法の一例を示すタイミングチャートである。ここでは、第１の実施形態に示した
駆動方法（図１１）及び第１の適用例に示した選択期間中の動作（図２９）を適宜参照し
ながら説明する。
【０１９４】
　上述した第１の適用例においては、第１の実施形態又は第２の実施形態に係るデータド
ライバ１４０に、書込対象となっている表示画素ＰＩＸの特性変化（駆動トランジスタの
しきい値電圧変動）を補償する機構（特性変化補償処理部１４５）を付加した装置構成に
ついて説明したが、第２の適用例においては、上述した第３の実施形態に係るデータドラ
イバに、第１の適用例と同等の特性変化補償機構（特性変化補償処理部１４５）を付加し
た装置構成を有している。
【０１９５】
　すなわち、本適用例に係る表示装置は、例えば図３６に示すように、上述した第３の実
施形態に示したデータドライバ（表示駆動装置）１４０において、シフトレジスタ・デー
タレジスタ部１４１、階調電圧生成部１４２、デマルチプレクサ１４３に加え、特性変化
補償処理部１４５を備えている。ここで、特性変化補償処理部１４５は、図３７に示すよ
うに、上述した第１の適用例と同様に、電圧変換部（特性変化検出部）１４５－１と、電
圧加減演算部（補正階調信号生成部）１４５－２と、接続経路切換スイッチ（切換スイッ
チ）ＳＷ１１～ＳＷ１３と、を備え、これらの構成が、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サ
ブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）が接続された各列のデータラインＬdr、Ｌdg、Ｌdbごと
に一組ずつ設けられている。
【０１９６】
　これにより、図３８に示すように、上述した第３の実施形態と同様に、選択期間Ｔsel
中に設定されるＲＧＢ各色の階調電圧設定動作期間Ｔsig（Ｔsig(R)、Ｔsig(G)、Ｔsig(B
)）において、表示信号生成回路１６０からシフトレジスタ・データレジスタ部１４１を
介してＲＧＢ各色のカラー表示データが順次取り込まれ、階調電圧生成部１４２及びデマ
ルチプレクサ１４３により、当該カラー表示データに含まれる輝度階調値に応じた階調電
圧Ｖpix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）が時分割的に生成され、ＲＧＢの各色に対応
して分配され、順次出力される。
【０１９７】
　一方、ＲＧＢ各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に対応して設
けられる特性変化補償処理部１４５は、各々、ＲＧＢ各色の階調電圧Ｖpix（Ｖpix(r)、
Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を生成して分配する上記各階調電圧設定動作期間Ｔsig（Ｔsig(R)
、Ｔsig(G)、Ｔsig(B)）を含み、かつ、該各階調電圧設定動作期間Ｔsig（Ｔsig(R)、Ｔs
ig(G)、Ｔsig(B)）に並行する各特性変化検出動作期間Ｔdet（Ｔdet(R)、Ｔdet(G)、Ｔde
t(B)）に、上述した第１の適用例と同様に、選択状態に設定された各表示画素ＰＩＸ（サ
ブ画素ＰＸｒ、ＰＸｇ、ＰＸｂ）に対して、プリチャージ動作及び過渡応答期間経過後の
参照電圧読取動作からなる特性変化検出動作を実行して、各表示画素ＰＩＸの特性変化の
状態（駆動トランジスタのしきい値電圧の変化量）を検出する。
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【０１９８】
　そして、各色の表示画素ＰＩＸへの書込動作期間Ｔwrt（Ｔwrt(R)、Ｔwrt(G)、Ｔwrt(B
)）において、上記デマルチプレクサ１４３から順次出力されるＲＧＢ各色の階調電圧Ｖp
ix（Ｖpix(r)、Ｖpix(g)、Ｖpix(b)）を、個別の特性変化補償処理部１４５により補正し
て補正階調電圧ＶＲpix（ＶＲpix(r)、ＶＲpix(g)、ＶＲpix(b)）を生成し、各列のデー
タラインＬｄ（Ｌdr、Ｌdg、Ｌdb）を介して各色の表示画素ＰＩＸ（サブ画素ＰＸｒ、Ｐ
Ｘｇ、ＰＸｂ）に順次印加して当該補正階調電圧ＶＲpix（ＶＲpix(r)、ＶＲpix(g)、Ｖ
Ｒpix(b)）に応じた電圧成分を保持させる。
【０１９９】
　ここで、上述した第３の実施形態と同様に、階調電圧設定動作（階調電圧設定動作期間
Ｔsig(R)、Ｔsig(G)、Ｔsig(B)）及び書込動作（書込動作期間Ｔwrt(R)、Ｔwrt(G)、Ｔwr
t(B)）は、図３８に示すように、ＲＧＢの各色のカラー表示データごとに一連の動作とし
て連続的に実行されるとともに、ＲＧＢの各色で相互に重ならないタイミング（異なるタ
イミング）でＲ、Ｇ、Ｂの順に順次実行される。また、ＲＧＢの各色の階調電圧設定動作
（階調電圧設定動作期間Ｔsig）に並行して実行される特性変化検出動作（特性変化検出
動作期間Ｔdet(R)、Ｔdet(G)、Ｔdet(B)）は、図３８に示すように、ＲＧＢの各色で時間
的に一部が重なって実行されるものであってもよいし、相互に重ならないタイミングで実
行されるものであってもよい。
【０２００】
　このように、本適用例に係る表示装置及びその駆動方法によれば、上述した第１の適用
例と同様に、単一（共通）のガンマ補正曲線を備えたデジタル－アナログ変換回路（階調
電圧生成部）に印加する階調基準電圧をカラー表示データに応じて順次切り換え設定する
ことにより、ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子の電気光学特性に対応したガンマ補正処理を行っ
てＲＧＢ各色の階調電圧を生成する階調電圧設定動作期間に並行して、当該カラー表示デ
ータが書き込まれる各表示画素の特性変化（駆動トランジスタのしきい値電圧変動）を検
出し、当該特性変化を補償するように各階調電圧を補正して各表示画素に書き込むことが
できるので、選択期間における各色の階調電圧設定動作及び書込動作のマージンを十分確
保しつつ、表示画素ごとの発光特性のバラツキを抑制してカラー表示データに応じた適切
な輝度階調で発光動作させて、表示画質を改善することができるとともに、各特性変化補
償処理部におけるラッチ回路を省略して、データドライバ（階調電圧生成部）の回路構成
をさらに小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２０１】
【図１】本発明に係る表示装置の全体構成の一例を示す概略ブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る表示装置に適用可能な表示パネル及びデータドライバの一
例を示す概略構成図である。
【図３】第１の実施形態に係る表示装置に適用可能な表示画素（画素駆動回路及び発光素
子）の一例を示す回路構成図である。
【図４】第１の実施形態に係るデータドライバの要部構成図である。
【図５】第１の実施形態に係るデータドライバに適用可能な電圧生成回路及び切換スイッ
チの一例を示す回路構成図である。
【図６】ＲＧＢ各色の有機ＥＬ素子のアノード－カソード間に印加される電圧（有機ＥＬ
電圧）と発光輝度との関係を示す電圧－輝度特性図である。
【図７】有機ＥＬ素子の電圧－輝度特性において、規格化した電圧と発光輝度との関係を
示す規格化電圧－輝度特性図である。
【図８】第１の実施形態に係る階調電圧生成部において、発光開始電圧をＲＧＢ各色ごと
に切り換え設定した場合の輝度階調値と規格化された発光輝度との関係を示す階調－輝度
特性図
【図９】第１の実施形態に係る階調電圧生成部（γカーブ生成ラダー回路）における輝度
階調値と各色の規格化された出力電圧との関係を示す階調－電圧特性図である。
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【図１０】発光開始電圧を固定した場合の輝度階調値と規格化された発光輝度との関係を
示す階調－輝度特性図である。
【図１１】第１の実施形態に係る表示装置における駆動方法の一例を示すタイミングチャ
ートである。
【図１２】第１の実施形態に係る表示装置の駆動方法に適用される選択動作の一具体例を
示すタイミングチャートである。
【図１３】第１の実施形態に係る表示装置における表示データ取込動作及び階調電圧生成
動作を示す概念図である。
【図１４】第１の実施形態に係る表示装置における書込動作を示す概念図である。
【図１５】第１の実施形態に係る表示装置における保持動作を示す概念図である。
【図１６】第１の実施形態に係る表示装置における発光動作を示す概念図である。
【図１７】第１の実施形態に係る表示領域を備えた表示装置における駆動方法の具体例を
模式的に示した動作タイミング図である。
【図１８】本発明に係る表示装置に適用されるデータドライバの第２の実施形態を示す要
部構成図である。
【図１９】第３の実施形態に係る表示装置に適用可能な表示パネル及びデータドライバの
一例を示す概略構成図である。
【図２０】第３の実施形態に係るデータドライバの要部構成図である。
【図２１】第３の実施形態に係る表示装置の駆動方法の一例を示すタイミングチャートで
ある。
【図２２】表示画素の書込動作時における駆動トランジスタの動作特性を示す特性図であ
る。
【図２３】有機ＥＬ素子の駆動電流と駆動電圧の関係を示す特性図である。
【図２４】表示画素の発光動作時における駆動トランジスタの動作特性を示す特性図であ
る。
【図２５】有機ＥＬ素子の負荷特性を示す特性図である。
【図２６】本発明に係る表示装置の第１の適用例の表示パネル及びデータドライバを示す
概略構成図である。
【図２７】第１の適用例に係るデータドライバの要部構成図である。
【図２８】第１の適用例に係る表示装置の駆動方法の一例を示すタイミングチャートであ
る。
【図２９】第１の適用例に係る表示装置の駆動方法における選択期間中の各動作の一具体
例を示すタイミングチャートである。
【図３０】第１の適用例に係る表示装置におけるプリチャージ動作を示す概念図である。
【図３１】第１の適用例に係る表示装置における参照電圧読取動作を示す概念図である。
【図３２】第１の適用例に係る表示装置における書込動作を示す概念図である。
【図３３】第１の適用例に係る表示装置における保持動作を示す概念図である。
【図３４】第１の適用例に係る表示装置における発光動作を示す概念図である。
【図３５】第１の適用例に係る表示装置における駆動方法の具体例を模式的に示した動作
タイミング図である。
【図３６】本発明に係る表示装置の第２の適用例の表示パネル及びデータドライバを示す
概略構成図である。
【図３７】第２の適用例に係るデータドライバの要部構成図である。
【図３８】第２の適用例に係る表示装置の駆動方法の一例を示すタイミングチャートであ
る。
【符号の説明】
【０２０２】
　１００　　　表示装置
　１１０　　　表示領域
　１２０　　　選択ドライバ



(43) JP 2009-180765 A 2009.8.13

10

20

　１３０　　　電源ドライバ
　１４０　　　データドライバ
　１４１　　　シフトレジスタ・データレジスタ部
　１４２　　　階調電圧生成部
　１４２－１　　γカーブ生成ラダー回路
　１４２－２　　Ｖmax(X)生成回路
　１４２－３、１４２－５　　ＲＧＢ切換スイッチ
　１４２－４　　Ｖs(X)生成回路
　１４３　　　デマルチプレクサ
　１４４　　　ラッチ回路
　１４５　　　特性変化補償処理部
　１４５－１　　電圧変換部
　１４５－２　　電圧加減演算部
　１５０　　　システムコントローラ
　Ｌｓ　　　　選択ライン
　Ｌｖ　　　　電源電圧ライン
　Ｌｄ　　　　データライン
　ＰＩＸ　　　表示画素
　ＤＣ　　　　画素駆動回路
　ＯＬＥＤ　　有機ＥＬ素子
　ＳＷ１１～ＳＷ１３　　接続経路切換スイッチ

【図１】 【図２】
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F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC08 3K107/CC31 3K107/CC35 3K107/CC43 3K107/CC45 3K107
/EE03 3K107/HH00 3K107/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD01 5C080/DD22 
5C080/DD29 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF01 5C080/FF11 5C080/HH09 5C080/JJ02 5C080
/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/AB18 5C380/AB22 5C380/AB34 
5C380/AC11 5C380/BA01 5C380/BA11 5C380/BA21 5C380/BA25 5C380/BA38 5C380/BA39 5C380
/BB02 5C380/BD04 5C380/BE03 5C380/CA04 5C380/CA05 5C380/CA12 5C380/CA24 5C380/CA33 
5C380/CB14 5C380/CB20 5C380/CC03 5C380/CC05 5C380/CC27 5C380/CC33 5C380/CC41 5C380
/CC52 5C380/CC62 5C380/CD013 5C380/CE05 5C380/CE19 5C380/CF07 5C380/CF48 5C380/CF51 
5C380/CF53 5C380/DA06 5C380/FA02 5C380/FA21 5C380/FA26 5C380/FA28 5C380/HA05

外部链接 Espacenet

摘要(译)

为了提供能够在减小电路规模的同时在显示面板上令人满意地显示颜色
信息的显示驱动装置，包括该显示驱动装置的显示装置及其驱动方法。 
数据驱动器转换最大亮度参考电压Vmax（R），Vmax（G）和Vmax
（G），它们以时分方式切换和设置，与作为串行数据提供的显示数据的
RGB颜色分量相对应。 （校正特性）基于最小亮度参考电压Vs（B）和
最小亮度参考电压Vs（R），Vs（G）和Vs（B），使用每个颜色分量的
伽马校正曲线来定义并且产生灰度电压Vpix（Vpix（r），Vpix（g），
Vpix（b）），其对应于每种颜色的有机EL元件OLED的电光特性进行伽
马校正，该有。 点域4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/edf1bc7d-67d0-4358-bc18-82e4dd2bb1a7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040898766/publication/JP2009180765A?q=JP2009180765A

